
1 月 1日㊊～ 7日㊐ 佐倉市広報番組 「チャンネルさくら」にて蕨市長・櫻井議長の新年のご挨拶を放送します
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希

望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心

か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
に
対
応
す
る
施
策
と
し

て
長
年
の
目
標
の
一
つ
で
し
た「
待
機
児

童
ゼ
ロ
」を
達
成
す
る
な
ど
、
各
種
施
策

が
こ
れ
ま
で
を
基
礎
と
し
て
大
き
く
飛
躍

を
遂
げ
ま
し
た
。

　
本
年
は
、『
第
四
次
佐
倉
市
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
』、
ま
た
同
計
画
の
重
点
施

策
で
あ
り
ま
す「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」も
残
す
と
こ
ろ
二
年
と

な
り
ま
す
の
で
、
佐
倉
市
の
持
つ
魅
力
を

最
大
限
に
活
か
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
住

ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
取
組
み
を
充
実

さ
せ
、
成
果
と
し
て
形
に
し
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
維
持

す
る
た
め
、
保
育
園
の
整
備
助
成
な
ど
、

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
施
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
齢
者
の
意
思
を
最
大
限
に
尊
重
し
た「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の
構
築
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
大
震
災
対
策
や
局
地
的
豪
雨

等
の
自
然
災
害
対
策
も
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
周
辺
自
治
体
や
関
係
団
体
と

も
連
携
し
、
印
旛
沼
周
辺
や
佐
倉
城
址
公

園
、
新
町
通
り
周
辺
そ
の
他
観
光
資
源
の

魅
力
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

佐
倉
市
が
「
選
ば
れ
る
ま
ち
」
と
な
る

た
め
、
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
年
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
新
し
い
年
の
幕
開
け
を
心
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
市
議
会
の
活
動
に

対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
佐
倉
市
は
、
平
成
28
年
４
月

に
成
田
市
、
香
取
市
、
銚
子
市
と
と
も

に
、「
北
総
四
都
市
江
戸
紀
行
・
江
戸
を

感
じ
る
北
総
の
町
並
み
」
と
し
て
日
本

遺
産
に
認
定
さ
れ
、
県
や
他
の
自
治
体

と
も
に
、
そ
の
周
辺
整
備
や
Ｐ
Ｒ
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
当

市
は
、成
田
国
際
空
港
か
ら
近
く
、ま
た
、

２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
す
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
機
に
、
佐
倉
市
の
歴

史
的
資
産
を
積
極
的
に
活
用
し
、
国
内

外
に
発
信
す
る
こ
と
で
観
光
事
業
の
推

進
と
、
交
流
人
口
の
増
加
、
ひ
い
て
は

地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

な
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
わ
が
国
は
世
界
で
も
類
を
見

な
い
速
さ
で
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

当
市
に
お
い
て
も
、
少
子
高
齢
化
の
加

速
と
人
口
減
少
が
最
も
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
子
育
て
し
や
す
い

環
境
の
整
備
と
、
市
民
の
誰
も
が
生
き

が
い
を
持
ち
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と

な
る
よ
う
、
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
民
の

代
表
機
関
と
し
て
一
層
の
権
能
強
化
に
努

め
、
佐
倉
市
が
魅
力
の
あ
る
住
み
よ
い
ま

ち
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま

し
て
幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
に

佐倉市議会議長
櫻井 道明

佐
倉
市
の
魅
力
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

佐倉市長
蕨
わらび

  和雄

わ
が
ま
ち 

佐
倉

魅
力
あ
ふ
れ
る 

ふ
る
さ
と

謹
賀
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開
館
時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時（
入
館
は
午
後
５
時
30
分
ま
で
）

休
館
日
　
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
開
館
、
翌
日
休
館
）

〒 285－ 0023  佐倉市新町 210  ☎（485）7851
℻（485）9892　　 muse@city.sakura.lg.jp

【
記
念
式
典
】（
各
30
分
）

✿
臼
井
・
千
代
田
地
区 

     　
　
　
　

午
前
10
時
〜 

✿
志
津
地
区 

               
午
前
11
時
30
分
〜 

✿
佐
倉
・
根
郷
・
和
田
・
弥
富

地
区    　

 
午
後
１
時
30
分
〜

※
開
場
お
よ
び
受
付
は
、
各
式
典

の
30
分
前
か
ら

対
象　
平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平

成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

　
◉
市
外
へ
転
出
し
て
い
て
参
加
を

希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
児
童
青
少

年
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

※
会
場
周
辺
は
大
変
混
雑
し
ま

す
。
で
き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※
会
場
内
へ
の
危
険
物
・
飲
食
物

の
持
ち
込
み
は
禁
止
で
す

問
い
合
わ
せ　
児
童
青
少
年
課

☎（
４
８
４
）６
１
９
０

平
成
30
年　

成
人
式

　
新
成
人
が
自
分
た
ち
で
企
画
し
た
式
で
、

佐
倉
市
の
未
来
を
担
う
若
者
の
門
出
を
祝
福
！

期
日　

１
月
８
日（
月・祝
）

場
所　

市
民
音
楽
ホ
ー
ル

⬆ 佐倉を駆けるランナーたちのサポートを

　
着
物
の
レ
ン
タ
ル
と
着
付
け
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
開
催
日
に
着
物

で
旧
堀
田
邸
、
武
家
屋
敷
、
佐
倉

順
天
堂
記
念
館
に
訪
れ
る
と
、
入

館
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。
　

日
程　

2
月
11
日
㈰
・
25
日
㈰
、

３
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
・
11
日
㈰
・

17
日
㈯
・
21
日
（
水
・
祝
）・
24

日
㈯
、
４
月
１
日
㈰
・
７
日
㈯
・

14
日
㈯　
要
申
し
込
み

場
所　
佐
倉
一
里
塚（
新
町
通
り
）

佐
倉
・
城
下
町
４
０
０
年
記
念

費
用　
１
人
３
０
０
０
円（
抹
茶
、

菓
子
、
記
念
写
真
付
き
）

※
小
学
生
以
下
：
１
人
２
０
０
０

円
、
小
学
生
以
下
２
人
以
上
の
場

合
：
１
人
１
５
０
０
円

※
着
物
一
式
持
参
の
場
合
：
２
５

０
０
円
（
着
付
け
料
）、
自
前
の

着
物
着
用
で
参
加
の
場
合
：
１
５

０
０
円

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

佐
倉

一
里
塚
☎（
４
８
３
）３
５
３
５

（
水
・
木
・
土
・
日
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
）

✿ 

同
時
開
催

「
佐
倉
・
城
下
町
ひ
な
め
ぐ
り
」

　
新
町
通
り
の
お
店
や
公
共
施
設

を
中
心
に
、
約
40
か
所
で
新
旧
の

ひ
な
人
形
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
２
月
10
日
㈯
〜３

月
11
日
㈰

※
店
舗
に
よ
っ
て
営
業
日（
時
間
）

や
展
示
期
間
が
異
な
り
ま
す
。
確

認
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い

【
根
付
展
会
期
中
の
催
し
】

（
無
料
・
申
し
込
み
不
要
）

■
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
コ
ン
サ
ー
ト

（
協
力
：
佐
倉
楽
友
協
会
）

日
時
　
１
月
21
日
㈰
午
後
２
時
〜

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場
所　
１
階
ロ
ビ
ー

出
演　
園
修
一（
ピ
ア
ノ
）

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
対
話
型

鑑
賞
会
「
ミ
テ
・
ハ
ナ
ソ
ウ
・
カ
イ
」

日
時
　
１
月
28
日
㈰
午
前
11
時

〜
、
午
後
２
時
〜

●
第
35
回
新
春
佐
倉
美
術
展

　
佐
倉
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
現

代
作
家
に
よ
る
絵
画
・
工
芸
・
彫

刻
・
書
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

会
期　
１
月
５
日
㈮
〜
14
日
㈰　

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

各
日
午
後
２
時
〜

△
絵
画　

１
月
６
日
㈯
広
本
伸

幸
・
齊
藤
泰
嘉
△
工
芸　
１
月
７

日
㈰
樋
田
豊
郎
・
鈴
木
治
平
・
上

瀧
勝
治
△
彫
刻･

書　
１
月
８
日

（
月･

祝
）久
保
浩
・
村
田
涛
陽
・

松
田
幸
江

高
円
宮
家
所
蔵
「
根
付
展 

―
て
の
ひ
ら
の
小
宇
宙
」

会
期   

平
成
30
年
１
月
20
日
㈯
〜

２
月
18
日
㈰

　

本
展
覧
会
で
は
、
高
円
宮
憲
仁
殿
下
が
妃
殿
下
と
と
も
に
収
集
さ

れ
た
、
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
０
数
十
点
を
展
示
し
、
江
戸
時

代
か
ら
現
代
に
い
た
る
根
付
の
多
彩
な
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

観
覧
料　

一
般
６
０
０
円
（
４
８
０
円
）、
大
高
生
４
０
０
円
（
３
２

０
円
）、
中
学
生
以
下
無
料 

※（  

）
内
は
、
前
売
お
よ
び
団
体
料
金

▼
前
売
券
は
市
立
美
術
館
・
市
民
音
楽
ホ
ー
ル
・
佐
倉
市
観
光
協
会
・

Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅
前
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
・
と
き
わ
書
房
志
津
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
ビ
ル
店
に
て
、
１
月
19
日
㈮
ま
で
販
売
し
ま
す

▼
市
内
小
中
学
生
に
は
、
会
期
中
何
度
で
も
利
用
で
き
る
パ
ス
ポ
ー

ト
券（
同
伴
者
１
人
１
回
の
み
の
無
料
券
付
き
）を
配
布
し
ま
す

※
初
日（
１
月
20
日
）の
み
、
午
後
２
時
開
場 

★
式
典
等
終
了
後
の
公
開
と
な
り
ま
す

東 声方《大国主命》

鈴木 玉昇《碁打ち》

日
時　

２
月
４
日
㈰
午
前
９
時

〜
午
後
４
時　
要
申
し
込
み

場
所　

岩
名
運
動
公
園
陸
上
競

技
場

対
象　
18
歳
〜
（
高
校
生
不
可
）

※
資
格
を
取
得
し
た
場
合
、
年
度

ご
と
の
登
録
料
３
５
０
０
円
、
審

判
手
帳
等
費
用
１
０
０
０
円
が
別

途
か
か
り
ま
す

※
２
月
25
日
㈰
に
実
施
さ
れ
る
千

葉
陸
上
競
技
協
会
の
公
認
審
判
員

講
習
会（
試
験
費
用
２
０
０
０
円
・

自
己
負
担
）
を
受
け
て
い
た
だ
く

ほ
か
、
３
月
25
日
㈰
に
開
催
す
る

第
37
回
佐
倉
朝
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン

大
会
へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
す

締
め
切
り　
１
月
20
日
㈯（
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
は
が

き
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入

し
、
〒
285
│
８
５
０
１ 

佐
倉
朝
日

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局
（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
内
）

☎（
４
８
５
）
２
９
２
９
℻
（
４

８
４
）
１
６
７
７

●
展
覧
会

　
総
武
本
線
ゆ
か
り
の
品
や
写
真
、

文
学
年
表
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

期
間　
１
月
23
日
㈫
〜
28
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
６
時（
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

無
料
・
申
し
込
み
不
要
　

場
所
　
市
立
美
術
館

※
写
真
パ
ネ
ル
展
示

期
間　
１
月
12
日
㈮
〜
28
日
㈰

場
所
　
Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅
ま
ち
づ
く
り

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

無
料
・
申
し
込
み
不
要

●
講
演
会
「
総
武
本
線
と
文
学
」

日
時　
１
月
23
日
㈫
午
後
１
時
30

　
明
治
27
年
７
月
20
日
、
市
川
―
佐
倉
間
の
開
業
と
あ
わ
せ
て
、

佐
倉
駅
が
当
時
の
根
郷
村
六
崎
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
30
年
６
月
に
銚
子
ま
で
延
伸
さ
れ
て
か
ら
、
今
年
度
で
120
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
総
武
本
線
の
120
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
根
郷
公
民
館
☎（
４
８
６
）
３
１
４
７

総
武
本
線 

《
佐
倉
―
銚
子
間
》 

開
業
120
周
年
記
念
事
業

〜
展
覧
会
と
講
演
会
〜 

分
〜
３
時　

要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　
市
立
美
術
館

定
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

講
師　

内
田
儀
久（
元
市
立
佐
倉

図
書
館
館
長
）

●
鉄
道
に
関
す
る
講
演
会
と

フ
リ
ー
ト
ー
ク

日
時　
１
月
27
日
㈯
午
後
１
時
〜

３
時
40
分　
要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　
市
立
美
術
館

定
員　
１
０
０
人（
先
着
順
）

▼
講
演
会
❶
「
総
武
本
線
１
２
０

年
の
あ
ゆ
み
」

講
師
　
白
土
貞
夫
（
鉄
道
史
研
究

家
）

▼
講
演
会
❷
「
鉄
道
遺
産
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
と
観
光
」

講
師
　
米
山
淳
一（
地
域
遺
産
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）

▼
フ
リ
ー
ト
ー
ク
（
白
土
貞
夫
・

米
山
淳
一
）
進
行
役
　
内
田
儀
久

佐倉－南酒々井間（昭和 42年 白土氏撮影）

（
１
月
５
日
㈮
午
後
１
時
〜
）

日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認
審
判
員
資
格
の

取
得
事
前
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

１月 20日㈯、佐倉市立美術館は午後２時から開館します
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■
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク・フ
ァ
ー
マ
ー
ズ・

マ
ー
ケ
ッ
ト

日 

１
月
14
日
、
２
月
11
日
、
３
月

11
日
（
毎
月
第
２
日
曜
日
）
午
前
９

時
〜
正
午（
荒
天
中
止
）

場 

御
伊
勢
公
園

問 

Ｏ
Ｆ
Ｍ
と
歩
む
会
・
小
川

☎
℻（
３
７
７
）８
２
９
２

■
佐
倉
日
蘭
協
会
「
オ
ラ
ン
ダ
語
入

門
講
座
」
受
講
者
募
集

日 

１
月
20
日
㈯
〜
３
月
10
日
㈯（
土

曜
日
・
全
８
回
）午
前
10
時
15
分
〜

11
時
45
分　
要
申
し
込
み

場 

ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

費 

１
万
円　
定 

10
人（
先
着
順
）

講 

山
岡
み
ち
代（
佐
倉
日
蘭
協
会
副

会
長
）　

申 

問 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E

メ
ー
ル
で
文
化
課
☎（
４
８
４
）
６
１

９
１
、
℻（
４
８
６
）
９
４
０
１
、

 
bunka@

city.sakura.lg.jp

〒 285－ 0837 佐倉市王子台 1－ 16☎（461）6221
http://www.city.sakura.lg.jp/sakura/ongaku-hall/

《
市
民
音
楽
ホ
ー
ル　
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
》

　

市
民
音
楽
ホ
ー
ル
（
練
習
室
も
含
む
）
は
、
改
修
工
事
の
た
め

臨
時
休
館
し
ま
す
。

期
間　
１
月
22
日
㈪
〜
９
月
22
日
㈯

※
１
月
〜
７
月
に
行
う
予
約
抽
選
会
は
、
ホ
ー
ル
の
み
が
対
象
と

な
り
ま
す

※
臼
井
公
民
館
、
臼
井
公
民
館
図
書
室
、
臼
井
・
千
代
田
出
張
所

は
通
常
ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

平成 31年１月 13 日㈰  午後２時開演

紙
屋
悦
子
の
青
春

（
平
成
18
年
／
パ
ル
企
画
）

１
月
17
日
㈬
午
後
７
時
〜

　
昭
和
20
年
春
。
男
女
３
人
の
出

会
い
と
別
れ
を
情
感
豊
か
に
描
く
、

静
か
な
反
戦
物
語
。

監
督　
黒
木
和
雄

出
演　
原
田
知
世
、永
瀬
正
敏
ほ
か

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場
所　
市
民
音
楽
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ　
文
化
課

☎（
４
８
４
）
６
１
９
１

キ
ネ
マ
の
夕
べ

名
作
日
本
映
画
を
上
映

 

平
成
30
年 

新
春
経
済
講
演
会

「
ど
う
な
る
？
日
本
経
済
の
行
方
」

講師　三橋 貴明
（経済評論家）

日
時　
２
月
２
日
㈮
午
後
２
時

〜
３
時
30
分（
受
付 

午
後
１
時

15
分
〜
）　
要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　

ウ
ィ
シ
ュ
ト
ン
ホ
テ

ル
・
ユ
ー
カ
リ　

定
員　
２
５
０
人（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

佐
倉
商
工
会
議
所

☎（
４
８
６
）２
３
３
１ 

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
親
子
体
操
教
室

日 

１
月
13
日
・
20
日
・
27
日
・
２

月
３
日
（
土
曜
日
・
全
４
回
）
午
後

１
時
30
分
〜
２
時
45
分 

場 

市
民
体
育
館 

要
申
し
込
み
・
無
料

対 

４
歳
〜
小
学
３
年
生
と
保
護
者

定 

20
組（
先
着
順
）

持 
水
筒
・
上
履
き
・
タ
オ
ル

講 
吉
澤
友
則
・
吉
澤
忠
男
（
ワ
イ
ズ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

申 

問 
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎（
４
８

４
）
６
７
４
２
（
受
付 

１
月
５
日

㈮
午
後
１
時
30
分
〜
）

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

〜
初
め
て
の
か
た
も
、
親
子
一
緒
で

も
楽
し
め
る
講
習
会
〜

日 

１
月
28
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分 

※
半
日
の
み
の
参
加
可

場 

市
民
体
育
館　
要
申
し
込
み

対 

❶
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
４

年
生
以
上
お
よ
び
中
学
生
と
そ
の
保

護
者
な
ら
び
に
高
校
生

❷
地
域
の
ク
ラ
ブ
な
ど
の
指
導
者
、

そ
の
ほ
か
一
般
の
か
た

費 

❶
１
人
５
０
０
円 

❷
１
人
１
０

０
０
円 

※
保
険
は
各
自
で
対
応

講 

青
柳
明
路
（
日
本
体
育
協
会
公
認

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
上
級
指
導
員
）

持 

体
操
の
で
き
る
服
装
、
ラ
ケ
ッ

ト
、
上
履
き
、
弁
当
、
飲
み
物

〆 

１
月
17
日
㈬

申 

問 

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://sakurab
ad9.blog.fc2.com

/

）
か
ら
、
必

要
事
項
を
入
力

●
佐
倉
市
オ
ー
プ
ン
卓
球
大
会

日 

２
月
10
日
㈯
午
前
９
時
〜 

場 

市
民
体
育
館　
要
申
し
込
み

種
目　
▼
男
子
Ａ
ク
ラ
ス 

▼
男
子
Ｂ

ク
ラ
ス 

▼
女
子
Ａ
ク
ラ
ス 

▼
女
子

Ｂ
ク
ラ
ス（
全
ク
ラ
ス
３
ダ
ブ
ル
ス

団
体
戦
・
１
チ
ー
ム
４
〜
６
人
以
内
）

費 

１
チ
ー
ム
▼
一
般
４
０
０
０
円 

▼
中
高
生
２
０
０
０
円

※
支
払
い
は
、
現
金
書
留
も
し
く
は

当
日
払
い（
当
日
払
い
の
場
合
は
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

定 

男
女
各
ク
ラ
ス
42
チ
ー
ム（
先
着

順
）
申
込
期
間　

１
月
12
日
㈮
〜
26

日
㈮（
必
着
）

申 

問 

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、

団
体
名
・
代
表
者
氏
名
・
住
所
・
性

別
・
電
話
番
号
を
申
込
用
紙（
市
卓

球
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
記
入
し
、
〒
285
―

０

８
４
３ 

中
志
津
２
―
36
―
２ 

市
卓

球
協
会
・
小
松
へ
☎（
３
０
１
）
２

５
０
１ （
午
前
10
時
〜
午
後
7
時
）

日
時
　
２
月
３
日
㈯
午
後
１
時
〜 

要
申
し
込
み

場
所　
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

対
象　
本
気
で
結
婚
を
考
え
て
い
る
25
〜
45
歳
の
か

た
で
、
結
婚
後
、
佐
倉
市
に
住
み
続
け
た
い
、
も
し

く
は
住
み
た
い
か
た 

※
市
内
在
住
の
農
業
従
事
者

の
か
た
の
申
し
込
み
優
先
。
新
規
申
し
込
み
の
か
た

は
、
婚
活
支
援
協
議
会
へ
の
要
事
前
登
録
（
無
料
）

費
用　

２
０
０
０
円　

 

定
員　
男
女
各
15
人（
多
数

時
抽
選
）　

締
め
切
り　
１
月
16
日
㈫
（
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

郵
送
ま
た
は
持
参
で
、

イ
ベ
ン
ト
利
用
登
録
申
込
書（
市
役
所
・
出
張
所
窓

口
で
配
布
。
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）を
記
入
し
、顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書
の
コ
ピ
ー

を
添
え
て
、
〒
285
│

８
５
０
１
市
役
所
自
治
人
権
推

進
課
内
婚
活
支
援
協
議
会
事
務
局
☎（
４
８
４
）６
１

２
８
へ

A 5900 円　B 5500 円　学生 4500 円
◆ニューイヤーコンサート 2018（1月７日㈰午後２時開
演 ※チケット完売）の終演後より予約受付を開始します

●
少
年
少
女
ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室
メ
ン
バ
ー
募
集
（
対
象　
小
学
生
）

　

音
楽
ホ
ー
ル
で
開
催
す
る
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト（
7
月
）・
ク
リ
ス

マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト（
12
月
）
ほ
か
に
出
演
し
ま
す
。

練
習
日
時　
土
曜
日（
月
３
回
） 

午
前
10
時
〜
正
午

練
習
場
所　
市
民
音
楽
ホ
ー
ル
練
習
室
、
臼
井
公
民
館

●
佐
倉
少
年
少
女
合
唱
教
室
メ
ン
バ
ー
募
集
（
対
象　
小
学
生
）

練
習
日
時　
土
曜
日（
月
2
回
） 

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

練
習
場
所　
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
、
中
央
公
民
館
ほ
か

予約受付スタート

ニューイヤーコンサート2019
ウィーン・シュトラウス・フェスティヴァル・オーケストラ

ス
ポ
ー
ツ

佐
倉
市
消
防
出
初
式
の
ご
案
内

　

消
防
団
員
・
消
防
職
員
が
地
域
の
消
防
・
防
災

活
動
に
対
す
る
決
意
を
新
た
に
し
、
災
害
の
な
い

安
全
な
市
民
生
活
を
祈
念
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。　
内
容　
式
典
・
表
彰
式 

ほ
か

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室
☎（
４
８
４
）６
１
３
２

⬆ 新春の恒例行事。決意を新たに災害のな
い一年を祈念します

日時　１月７日㈰午前 10時～
場所　岩名運動公園 岩名球技場

（雨天時は中央公民館）
申し込み不要

２
月
３
日
㈯
午
後
１
時
〜

２
月
３
日
㈯
午
後
１
時
〜

「
こ
め
こ
ん
」

〜
米
粉
で
お
菓
子
づ
く
り
婚
活
〜

立
身
流
（
県
無
形
文
化
財
指
定
）

　
立
身
流
は
戦
国
時
代
、
立た

つ

身み

三さ
ん
き
ょ
う京
が
創

設
し
た
総
合
武
術
で
す
。
居
合
、
剣
術
を

中
心
に
、
甲
冑
組
打
ち
の
柔
術
、
鑓
、
棒
、

長
刀
、
手
裏
剣
な
ど
を
加
え
、
無
駄
な
虚

飾
を
削
っ
た
極
め
て
実
戦
的
な
武
術
で
す
。

　

江
戸
時
代
、
佐
倉
藩
で
は
藩
外
不
出
の

武
術
と
言
わ
れ
、
多
く
の
佐
倉
藩
士
が
学

び
ま
し
た
。

戦
国
時
代
か
ら
伝
わ
る
総
合
武
術
「
立
身
流
」
の
伝
承

「
立
身
流
抜
初
演
武
大
会
」

　

立た
つ

身み

流
抜ぬ

き
ぞ
め初
演
武
大
会
は

元
々
、佐
倉
藩
の
藩
主
臨
席
の
下
、

厳
粛
に
行
わ
れ
る
年
頭
行
事
で
し

た
。

　
現
在
は
、
日
頃
の
修
行
成
果
を

確
認
し
、
一
年
の
目
標
を
定
め
る

と
と
も
に
、
立
身
流
を
広
く
紹
介

す
る
場
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い

ま
す
。　

日
時　
１
月
28
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時　
無
料
・
申
し
込
み
不
要

場
所　
中
央
公
民
館
　

内
容
　
居
合
、
剣
術
な
ど
立
身
流

全
般
の
演
武
（
鑓や

り

、
棒
、
長な

ぎ
な
た刀
、

手
裏
剣
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
　

立
身
流
佐
倉
支
部
・
山
田

☎（
４
８
４
）２
８
０
０

佐
倉
市
婚
活
支
援
協
議
会 

婚
活
イ
ベ
ン
ト
第
４
弾

20180101p02_03.indd   3 2017/12/21   15:37:32



マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や、個人情報の不正取得にご注意ください　

2018 年（平成 30 年）１月１日〈1276 号〉 行政の情報　4
　

学
童
保
育
所
は
、保
護
者
の
仕
事
や
病
気
で
、放
課
後
に
適
切
な

保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
小
学
生
が
対
象
の
施
設
で
す
。子
ど
も
の

健
全
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

受
付
期
間　
１
月
９
日
㈫
〜
23
日
㈫（
受
付
時
間
は
左
の
表
参
照
）

※
年
度
途
中
の
申
し
込
み
は
、
入
所
希
望
月
の
前
月
１
日
〜
15
日

ま
で
で
す

受
付
場
所
　
▼
新
規 

お
子
さ
ん
同
伴
で
の
面
接
が
必
要
で
す
。
入

所
を
希
望
す
る
施
設
に
面
接
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
北
志
津
お
よ
び
南
部
児
童
セ
ン
タ
ー
が
所
管
す
る
学
童
保
育
所

の
新
規
申
し
込
み
は
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
で
受
付
し
ま
す

▼
継
続  

利
用
中
の
学
童
保
育
所
へ
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
書
類　

入
所
申
込
書
、
就
労
証
明
書
な
ど
、
児
童
票
、
自
宅

へ
の
経
路（
地
図
）

※
各
書
類
は
い
ず
れ
も
入
所
案
内
書
に
綴
り
込
み
。
入
所
案
内
書

は
、
子
育
て
支
援
課
・
各
公
立
保
育
園
・
各
学
童
保
育
所
・
各
出

張
所
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
事

前
に
記
入
の
上
、
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
現
在
利
用
中
の
か
た
も
、
年
度
ご
と
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

学
童
保
育
所 

入
所
受
付
の
ご
案
内

平
成
30
年
度

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課 

☎（
４
８
４
）６
１
３
９

【学童保育所一覧】

募 

集
（
臨
時
・
非
常
勤
）

【
応
募
に
つ
い
て
】

定
員　
10
人　
締
切
　
１
月
15
日
㈪

申
し
込
み　

応
募
希
望
の
か
た
は
、
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
を
送

付
し
ま
す
。

【
研
修
会
】

日
程　
①
１
月
24
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分
、
②
１
月

31
日
㈬
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時（
全
２
回
）

※
午
前
中
は
教
室
見
学
も
含
む

会
場　
①
千
代
田
染
井
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
②
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー

対
象
者　
▼
市
内
在
住
の
65
歳
未
満
で
、
高
齢
者
支
援
に
興
味

が
あ
る
方　
▼
市
が
実
施
す
る
教
室
が
終
了
し
た
後
に
、
教
室

サ
ポ
ー
タ
ー
中
心
の
読
み
書
き
計
算
の
会
に
参
加
で
き
る
か
た

（
経
験
不
問
）

※
研
修
会
終
了
後
の
活
動
日
時
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
高
齢
者
福
祉
課 

☎（
４
８
４
）６
３
４
３

日
時　
２
月
６
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
・

２
月
20
日
㈫
午
前
10
時
〜
３
時
30
分（
全
２
回
）

要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　
中
央
公
民
館

内
容　

骨
を
強
く
す
る
食
生
活
と
運
動
の
講
義
・

調
理
実
習
・
運
動
、
個
別
相
談
・
骨
密
度
測
定
な
ど

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
か
た
で
、
２
回
と
も
参
加

で
き
る
か
た（
初
め
て
の
か
た
優
先
）

定
員　
25
人（
先
着
順
）　
締
め
切
り　
１
月
26
日
㈮

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
高
齢
者
福
祉
課 

☎（
４
８
４
）６
３
４
３

「
頭
す
っ
き
り
若
返
り
教
室
」

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
高
齢
者
の
認
知
症
予
防
を
目
的
と
し
た「
頭
す
っ
き
り

若
返
り
教
室
」で
は
、
簡
単
な
読
み
書
き
計
算
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
や
参
加
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

「
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室
」

　
　

  

〜
カ
ル
シ
ウ
ム
ア
ッ
プ
で

　
　
　
　
　  

骨(

こ
つ)

・
骨(

こ
つ)

・
貯
金
〜

　
骨
が
ス
カ
ス
カ
に
な
っ
て
し
ま
う
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、

食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
で
予
防

が
可
能
で
す
。
骨
に
大
切
な
カ
ル
シ
ウ
ム
の
上
手
な
と

り
方
と
転
ば
な
い
体
づ
く
り
で
骨こ

つ

・
骨こ

つ

・
貯
金
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

施 設 名 対象学年 電 話 所管施設 受 付 時 間

公
　
　
　
　
立

上志津学童保育所 １～６年 （488）0326

志津児童
センター

（310）5131

【児童センター・老幼
の館（併設学童保育所

含む）】
午前 9時～午後 5時
（月・祝除く）

【学童保育所】
午後１時～ 5時

（土・日・祝除く）

第二上志津学童保育所 １～２年 （460）5125
西志津学童保育所 １～６年 （489）1408
第二西志津学童保育所 １～３年 （462）8336
第三西志津学童保育所 １～３年 （462）2070
下志津学童保育所 １～６年 （463）2301
南志津学童保育所 １～６年 （462）1206
北志津児童センター学童保育所 １～６年 （235）7555 北志津児童

センター
（487）6782
※新規申込は全て
北志津児童セン
ターで受付

井野学童保育所 １～３年 （463）8028
小竹学童保育所 １～６年 （461）3221
志津学童保育所 １～６年 （460）3345
青菅学童保育所 １～６年 （463）7786
根郷学童保育所 １～３年 （484）8394

南部児童
センター

（483）2800
※新規申込は全て
南部児童センター
で受付

第二根郷学童保育所 １～６年 （484）8018
山王学童保育所 １～６年 （483）2776
大崎台学童保育所 １～６年 （484）5199
寺崎学童保育所 １～３年 （486）1106
弥富学童保育所 １～６年 （498）1321
和田学童保育所 １～６年 （498）3506
佐倉老幼の館学童保育所 １～６年 （486）7090

佐倉老幼の館
（486）7090

佐倉学童保育所 １～３年 （483）2751
白銀学童保育所 １～６年 （483）2200
佐倉東学童保育所 １～６年 （485）9015
内郷学童保育所 １～６年 （483）2043
臼井老幼の館学童保育所 １～６年 （487）6210

臼井老幼の館
（487）6210

千代田学童保育所 １～６年 （463）7381
印南学童保育所 １～６年 （486）1537
王子台学童保育所 １～３年 （462）5021
間野台学童保育所 １～６年 （461）5525
染井野学童保育所 １～６年 （463）3210

私
　
立

すみれにこにこホーム
※申込受付先はすみれ保育園 １～６年 （489）4270 すみれ保育園

（487）8468
午後１時～ 5時
（土・日・祝除く）

光の子児童センター １～６年 （462）2654 同左 午後 1時～ 6時
（土・日・祝除く）

ユーカリ優都ぴあ １～６年 （460）6700 同左 午前 10時～午後 6時
（日・祝除く）

●
介
護
認
定
調
査
員

▼
条
件
・
必
要
な
資
格
　
①
介
護
認
定
調
査

員
研
修
修
了
者
ま
た
は
保
健
師
・
看
護
師
・

社
会
福
祉
士
・
介
護
福
祉
士
・
介
護
支
援
専

門
員
の
い
ず
れ
か
の
資
格 

②
普
通
自
動
車

免
許 

③
保
健
・
福
祉
の
実
務
経
験
が
１
年

以
上
の
か
た

▼
募
集
人
数
　
若
干
名 

▼
勤
務
内
容
　
訪
問

調
査
等
介
護
保
険
事
務 

▼
勤
務
地
　
高
齢
者

福
祉
課 

▼
勤
務
時
間
　
平
日
週
２
日
〜
平
日

週
５
日
勤
務 

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分 

▼
賃
金
　
時
給
１
３
５
０
円 

※
通
勤
手
当

て
有 

▼
採
用
期
間
　
平
成
30
年
４
月
〜
平
成

31
年
３
月
31
日 

▼
提
出
書
類
　
履
歴
書（
写

真
つ
き
）、
資
格
証
明（
写
し
）
▼
提
出
方
法

郵
送
ま
た
は
持
参 

▼
締
め
切
り
　
１
月
31
日

㈬
ま
で（
必
着
）
▼
選
考
方
法
　
書
類
選
考

と
面
接 

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
高
齢
者
福
祉
課

☎（
４
８
４
）１
７
７
１

●
特
別
支
援
教
育
支
援
員

▼
応
募
資
格　
保
育
士
、
幼
・
小
・
中
・
高

等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
教
諭
免
許
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
す
る
か
た
、
ま
た
は
介
護
な

ど
の
経
験
の
あ
る
か
た（
年
齢
・
性
別
不
問
）

▼
勤
務　

平
日
週
２
〜
５
日（
１
日
７
時
間

45
分
）※
要
相
談 

▼
場
所　
市
立
幼
稚
園
・

小
・
中
学
校 

▼
内
容　

特
別
な
支
援
が
必

要
な
幼
児
・
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援 

▼
賃

金　
時
給
１
０
４
０
円  

※
通
勤
手
当
て
有 

▼

採
用
期
間　
平
成
30
年
４
月
１
日
〜
平
成
31

年
３
月
24
日 

▼
募
集
人
数
　
若
干
名 

▼
応

募
方
法
　
履
歴
書
を
郵
送
で
教
育
セ
ン
タ
ー

へ 

▼
締
め
切
り　
１
月
19
日
㈮（
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

〒
285
│

０
０
４

２ 

将
門
町
７ 

教
育
セ
ン
タ
ー

 

☎（
４
８
６
）２
４
０
０

●
お
は
な
し
き
ゃ
ら
ば
ん
ス
タ
ッ
フ

▼
活
動
内
容
　
▼
日
時 

毎
週
木
・
金
曜
日

（
午
前
９
時
45
分
〜
午
後
４
時
）、
年
７
回

程
度
不
定
期
の
土
曜
日　
▼
内
容 

人
形
劇

や
紙
芝
居

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ  

佐
倉
図
書
館
内

お
は
な
し
き
ゃ
ら
ば
ん
☎（
４
８
５
）
０

１
０
６
（
木
・
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
） 募 

集
（
臨
時
・
非
常
勤
）
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■
市
有
地
の
売
却
に
つ
い
て

　

市
有
地
を
公
募
先
着
順
受
付

で
売
却
し
ま
す
。

【
売
却
す
る
市
有
地
】

所
在
地 

佐
倉
市
上
志
津
字
往
来

向
１
８
１
１
番
１  

地
目 

宅
地

面
積 

１
９
４
９
・
４
６
㎡

売
却
価
格 

1
億
１
２
０
万
円

【
締
め
切
り
】
１
月
12
日
㈮

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

※
公
募
先
着
順
に
よ
る
受
付
の

た
め
、
申
込
み
時
点
で
売
却
済
み

の
場
合
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ　

資
産
管
理
経
営

室
☎（
４
８
４
）０
９
４
２

■
市
営
住
宅
入
居
者
募
集 

【
募
集
期
間
】　

1
月
15
日
㈪
〜
1
月
31
日
㈬

　

募
集
内
容
に
つ
い
て
は
、「
こ

う
ほ
う
佐
倉
」
1
月
15
日
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
建
築
住
宅
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
６
８

■
４
０
０
ml
献
血
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

日
時　

①
１
月
19
日
㈮ 

佐
倉
市

役
所
、
②
1
月
27
日
㈯
ベ
イ
シ
ア

佐
倉
店 

午
前
10
時
〜
11
時
45
分
・

午
後
1
時
〜
4
時

■
平
成
29
年
度 

公
益
財
団
法
人

印
旛
沼
環
境
基
金 

助
成
事
業
成

果
報
告
会

　

当
該
基
金
か
ら
助
成
を
受
け
、

印
旛
沼
及
び
流
域
の
水
質
浄
化
、

環
境
保
全
の
た
め
の
活
動
を
し
た

学
校
お
よ
び
一
般
団
体
な
ど
の
活

動
成
果
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

※
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要

日
時　

１
月
26
日
㈮
午
前
９
時

15
分
〜
午
後
３
時
15
分

場
所　

印
旛
合
同
庁
舎（
鏑
木
仲

田
町
８
―
１
）

問
い
合
わ
せ　

公
益
財
団
法
人

印
旛
沼
環
境
基
金

　
☎
（
４
８
５
）
０
３
９
７

■
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち
ば
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
等
派
遣
事
業「
就
活
基
礎

セ
ミ
ナ
ー
in
佐
倉
」 

  

就
活
を
初
め
て
ま
た
は
久
し
ぶ

り
に
ス
タ
ー
ト
す
る
と
き
に
、
必

要
な
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
を

目
指
し
ま
す
。

【
内
容
】

①
就
活
の
進
め
方
の
確
認

②
応
募
書
類
の
書
き
方
の
基
本

③
自
己
Ｐ
Ｒ
の
作
成
ポ
イ
ン
ト

④
求
人
の
探
し
方
・
求
人
票
の
見

方 

ほ
か

日
時　

２
月
７
日
㈬
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

要
申
し
込
み
・
無
料　

場
所　

志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー　

対
象　

就
職
を
希
望
し
て
い
る

15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
か
た

定
員　
20
人 

※
託
児
有
り（
要
申

し
込
み
・
締
め
切
り 

１
月
30
日
㈫
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課

　
☎
（
４
８
４
）
６
１
４
５

■
労
働
力
調
査
へ
の
ご
回
答
を

お
願
い
し
ま
す 

  

総
務
省
統
計
局
と
千
葉
県
で

は
、
毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
調
査
は
、
国
の
経

済
政
策
や
雇
用
対
策
な
ど
の
基

礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
重
要
な
調
査
で
、
総
務
省
が

毎
月
公
表
し
て
い
る「
完
全
失
業

率
」は
、
こ
の
調
査
を
も
と
に
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
ご
世
帯
に
は
、

調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
調
査
対
象
】 

本
町
地
区
の
一
部

の
世
帯
、
上
志
津
地
区
の
一
部
の

世
帯
、
印
南
地
区
の
一
部
の
世
帯

調
査
期
間　
２
月
〜
６
月
（
準
備

調
査
１
か
月
、
本
調
査
４
か
月
）

※
調
査
員
は
、
千
葉
県
知
事
発
行

の
調
査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

県
総
合
企
画
部

統
計
課 

☎（
２
２
３
）２
２
２
０

■
農
業
者
の
皆
様
へ　
稲
わ
ら
、

芋
づ
る
等
の
焼
却
は
、
風
向
き
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

 

近
隣
に
お
住
ま
い
の
か
た
の
迷

惑
と
な
ら
な
い
よ
う
、
焼
却
の
際

は
風
向
き
な
ど
気
象
の
変
化
に
は

十
分
注
意
し
て
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ　
農
政
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
４
２

■
ち
ば
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
佐
倉

地
区
の
地
区
計
画
を
変
更
し
ま

し
た 

 

ち
ば
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
佐
倉
地

区
に
お
い
て
、
倉
庫
業
倉
庫
の
建

築
を
可
能
と
す
る
地
区
計
画
の

変
更
を
行
い
ま
し
た
。

　
関
係
図
書
に
つ
い
て
、
千
葉
県

県
土
整
備
部
都
市
整
備
局
都
市

計
画
課
ま
た
は
佐
倉
市
都
市
計

画
課
で
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ　
都
市
計
画
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
６
３ 

お 

知 

ら 

せ

日
時　
２
月
５
日
㈪
・
２
月
７
日

㈬
・
２
月
14
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分（
予
定
）　

要
申
し
込
み
・
無
料

※
最
終
日
は
午
後
３
時
45
分
ま
で

場
所　
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

講
師　
金
子
広
幸（
法
政
大
学 

日

本
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
師
）

内
容　
▼
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
心
得
や
日
本
語
の
基
礎
知
識 

▼
生
活
密
着
型
の
日
本
語
教
育
に 

▼
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ツ

に
つ
い
て

※
講
座
終
了
後
、
佐
倉
国
際
交
流

基
金
の
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

登
録
で
き
ま
す

対
象　
佐
倉
市
で
、
日
本
語
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
を
希
望
さ

れ
る
か
た（
初
心
者
対
象
）

※
原
則
と
し
て
、
３
回
と
も
出
席

　
近
年
、
市
内
在
住
の
外
国
人
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、
外
国
人
に

対
す
る
日
本
語
支
援
の
必
要
性
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
で
は
、
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
得
、
日
本
語
の

基
礎
知
識
な
ど
、
役
立
つ
支
援
の
方
法
を
実
践
的
な
活
動
を
通
し

て
学
び
ま
す
。
外
国
人
が
地
域
社
会
で
よ
り
良
く
暮
ら
す
た
め
の

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

で
き
る
か
た

定
員　
30
人（
多
数
時
抽
選
）

申
し
込
み
方
法

①
講
座
名
（
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
） 

②
郵
便
番
号 

③
住
所 

④
氏
名 

⑤
電
話
番
号
・

⑥
年
齢
を
記
入
の
上
、郵
送
、フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
に
て
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　
１
月
15
日
㈪
必
着 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
285
│
８
５
０
１ 

市
役
所
広
報
課

☎（
４
８
４
）６
１
０
３
、
℻（
４

８
６
）
８
７
２
０
、 
koho@

city.sakura.lg.jp

  

動
物
愛
護
事
業
を
開
催
し
ま
す 

❶
犬
の
し
つ
け
方
教
室

▼
基
礎
講
座　

要
申
し
込
み
・
無
料

日 

1
月
11
日
㈭
、
２
月
１
日
㈭
、

３
月
１
日
㈭
午
前
10
時
〜
正
午（
受
付 

午
前
９
時
30

分
〜
10
時
）
定 

20
組（
先
着
順
・
飼
い
犬
同
伴
不
可
）

▼
実
技
講
座　
要
申
し
込
み

（
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会 

開
催
）

日 

1
月
11
日
㈭
、
２
月
１
日
㈭
、
３
月
10
日
㈯
午

後
１
時
〜
３
時（
受
付
：
午
後
零
時
30
分
〜
１
時
）

費 

３
０
０
０
円

定 

３
組
以
上
10
組
ま
で（
先
着
順
・
飼
い
犬
同
伴
）

申 

問 

千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
☎（
２
１
４
）

７
８
１
４

❷
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス　
要
申
し
込
み
・
無
料

　
子
犬
の
飼
い
方
し
つ
け
方
を
学
び
ま
す
。

※
日
程
な
ど
は
、
問
い
合
わ
せ
後
に
調
整
し
ま
す

※
生
後
６
か
月
く
ら
い
ま
で
の
飼
い
犬
と
同
伴

❸
譲
渡
会　
無
料
・
申
し
込
み
不
要

　
セ
ン
タ
ー
の
成
犬
・
成
猫
を
譲
渡
し
ま
す
。

日 

１
月
25
日
㈭
、
２
月
4
日
㈰
・
22
日
㈭
、
３
月

15
日
㈭ 

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
（
受
付 

午
後
１
時

〜
１
時
30
分
）
※
受
付
時
間
に
遅
れ
る
と
譲
渡
会
に

参
加
で
き
ま
せ
ん

❹
飼
い
主
さ
が
し
の
会　
要
申
し
込
み
・
無
料

　
犬
猫
が
ほ
し
い
か
た
と
、
譲
り
た
い
飼
い
主
の
か

た
と
の
出
会
い
の
場
で
す
。

日 

１
月
13
日
㈯
、
２
月
３
日
㈯
、
３
月
10
日
㈯

▼
犬
猫
が
欲
し
い
か
た
の
受
付午

前
９
時
〜
９
時
30
分 

▼
犬
猫
を
あ
げ
た
い
か
た
の
受
付

午
前
９
時
30
分
〜
10
時

❶
〜
❹
共
通 

場 

申 

問 

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー 

（
富
里
市
御

料
７
０
９
│
１
）
☎
０
４
７
６
（
９
３
）
５
７
１
１

（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

http://w
w
w
.pref.chiba.lg.jp/aigo/index.

htm
l

※
東
葛
飾
支
所
（
柏
市
）
で
も

各
種
動
物
愛
護
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
（
千
葉
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所
☎
０
４（
７

１
９
１
）
０
０
５
０
）

外
国
人
の
日
本
語
学
習
を
支
援
す
る

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

〜
地
域
社
会
で
よ
り
良
く
暮
ら
す
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
〜

場　所　 日・曜日 時間

千葉銀行ユーカリが丘支店南側
５日㈮ ①
15日㈪ ①

エコス佐倉店
９日㈫ ②
19日㈮ ①

南部保健福祉センター
12日㈮ ①
23日㈫ ①

中央公民館
16日㈫ ①
24日㈬ ①

西志津ふれあいセンター
11日㈭ ①
30日㈫ ①

山王集会所 23日㈫ ③
金毘羅ふれあいマーケット 10日㈬ ①
セブンイレブン白銀３丁目 15日㈪ ③

ヤオコー染井野店
18日㈭ ①
29日㈪ ①

クライネスサービス本部宮ノ台 24日㈬ ②
志津市民プラザ 25日㈭ ②
根郷公民館 11日㈭ ②
セブンイレブン西志津６丁目 29日㈪ ③
八幡台会館 16日㈫ ②

イオンタウンユーカリが丘店
17日㈬ ②
25日㈭ ①

平成 30 年１月移動交番
《 開設時間 》① 午前 10時～ 11時 30分　② 午後２　
　　　　　  時～３時 30分　③ 午後３時～４時

問い合わせ
佐倉警察署地域課　☎（４８４）０１１０

※開設できない場合もあり

ー
暴
力
追
放
ー

 
移
動
暴
力
相
談
所の

開
設

　
「
暴
力
団
に
関
す
る
相
談
」
を

受
け
付
け
ま
す
。

日
時　
１
月
17
日
㈬
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

場
所　

印
旛
地
域
振
興
事
務
所

（
鏑
木
仲
田
町
８
―
１
）

問
い
合
わ
せ

千
葉
県
暴
力
団
追
放
県
民
会
議

☎
（
２
５
４
）
８
９
３
０

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎（
０
１
２
０
）０
８
９
３
５
４

★20180101p04_05.indd   3 2017/12/21   15:44:29
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　　　　　　　最低賃金名 改正時間額 　　 発効日

千葉県最低賃金 ８６８円 平成 29年 10月１日

　特
　定
　最
　低
　賃
　金

調味料製造業 ８８９円 平成 29年 12月 25日

鉄鋼業 ９３８円 平成 29年 12月 25日

はん用機械器具、生産用機械器具製造業 ９０２円 平成 29年 12月 25日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業

９０６円 平成 29年 12月 25日

計量器・測定器・分析機器・試験機・測
定機械器具・理化学機械器具製造業、医
療用機械器具・医療用品製造業、光学機
械器具・レンズ製造業、時計・同部品製
造業、眼鏡製造業

８８７円 平成 29年 12月 25日

各種商品小売業 ８６８円 平成 29年 10月１日

自動車（新車）小売業 ９００円 平成 29年 12月 25日

千
葉
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

千
葉
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室　

☎　
（
２
２
１
）２
３
２
８

〜
高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
〜

　

 

予
防
接
種
期
間
の
延
長
の
お
知
ら
せ

【
接
種
対
象
者
】

　
平
成
29
年
12
月
31
日
時
点
で
、

満
65
歳
以
上
の
か
た
お
よ
び
60
歳

か
ら
64
歳
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼

吸
器
の
障
害
な
ど
で
、
障
害
者
手

帳
１
級
の
か
た
。

問
い
合
わ
せ　
健
康
増
進
課 

☎（
４
８
５
）６
７
１
１

運
動
習
慣
づ
く
り
教
室 

参
加
者
募
集

運
動
が
苦
手
な
方
や
初
心
者
も
大
歓
迎
！

日
時
　
２
月
５
日
㈪・26
日
㈪（
全

２
回
）午
後
１
時
15
分
〜
４
時　

要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容　
効
果
的
な
運
動
方
法
、
ロ

コ
モ
予
防
の
基
本

対
象　
市
内
在
住
の
40
〜
74
歳
の

か
た
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
か
た 

▼
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
に
該
当
も
し
く
は
予
備

群
の
か
た 

▼
今
年
度
ま
た
は
昨
年

度
の
健
診
デ
ー
タ（
血
圧
・
中
性

脂
肪
・
Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・

血
糖
値
）
が
高
め

の
か
た

定
員　

25
人（
先

着
順
、
全
２
回

参
加
で
き
る
か
た
）

締
め
切
り　
１
月
29
日
㈪

※
持
病
の
あ
る
か
た
や
運
動
の
リ

ス
ク
を
伴
う
可
能
性
の
あ
る
か
た

は
、
主
治
医
の
確
認
が
必
要
で
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
増
進
課 ☎（

４
８
５
）６
７
１
２

　
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
、
人
材
育
成

お
よ
び
市
の
施
策
の
総
合
調
整
な
ど
に
関
連
す
る
業

務
を
担
当
す
る
任
期
付
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数
】一
般
行
政
職
１
人

【
任
期
】　
平
成
30
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
33
年
３
月

31
日
ま
で（
２
年
11
か
月
）

【
業
務
内
容
】　

▼
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
事
務
事
業
の
企

画
、
立
案
、
推
進
に
関
す
る
こ
と

▼
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
う
人
材
の
育

成
に
関
す
る
こ
と

▼
施
策
の
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と　
な
ど

【
受
験
資
格
】　
次
の
①
か
ら
④
の
条
件
す
べ
て
を
満

た
す
か
た

①
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実
務
経
験
を
５
年
以
上
有
す
る
か
た

②
①
の
職
務
に
お
い
て
、
管
理
職
の
立
場
の
経
験
を

有
す
る
か
た

③
認
定
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
登
録
証
ま
た

は
認
定
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
資
格
証
を
有

す
る
か
た

④
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
文
書
作
成（W

ord

）や
表
計
算

（Excel

）な
ど
の
操
作
な
ど
、
基
本
的
な
事
務
能
力

を
お
持
ち
の
か
た

【
勤
務
時
間
・
勤
務
条
件
な
ど
】

▼
勤
務
時
間　

週
31
時
間（
原
則
と
し
て
月
〜
金
曜

日
の
う
ち
週
４
日
、
１
日
７
時
間
45
分
）

▼
給
与
・
休
暇
制
度　
正
規
職
員
と
ほ
ぼ
同
等

※
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
扶
養
手
当
、
期
末
勤
勉

手
当
等
の
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

【
申
込
書
の
入
手
方
法
】

　
申
込
書
は
、
人
事
課
で
配
布
、
ま
た
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
。
郵
送
希
望
者

は
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）を

同
封
の
う
え
、
人
事
課
ま
で
請
求

【
締
め
切
り
】　
１
月
19
日
㈮
（
消
印
有
効
）

　
公
共
施
設
の
機
械
設
備
工
事
に
係
る
設
計
、積
算
、

工
事
管
理
及
び
機
械
設
備
工
事
に
係
る
人
材
育
成
業

務
を
担
当
す
る
任
期
付
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
職
種
・
採
用
予
定
人
数
】機
械
技
術
職
・
１
人

【
任
期
】　
平
成
30
年
５
月
１
日
か
ら
平
成
33
年
３
月

31
日
ま
で（
２
年
11
か
月
）

【
業
務
内
容
】

▼
佐
倉
市
の
公
共
施
設
に
お
け
る
機
械
設
備
の
工
事

の
設
計
、
積
算
、
工
事
管
理
等
に
関
す
る
こ
と

▼
機
械
設
備
工
事
に
係
る
設
計
、
積
算
、
工
事
管
理

等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
技
術
者
の
人
材
育
成
に
関

す
る
こ
と

【
受
験
資
格
】　
次
の
①
か
ら
③
の
条
件
す
べ
て
を
満

た
す
か
た

①
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
公
共
施
設
に
お
け
る

機
械
設
備
工
事
に
関
し
、
設
計
、
積
算
、
工
事
管
理

の
経
験
を
10
年
以
上
有
す
る
か
た

②
①
の
職
務
に
お
い
て
、
管
理
職
の
立
場
の
経
験
を

有
す
る
か
た

③
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
文
書
作
成（W

ord

）や
表
計
算

（Excel

）な
ど
の
操
作
な
ど
、
基
本
的
な
事
務
能
力

を
お
持
ち
の
か
た

【
勤
務
時
間
・
勤
務
条
件
な
ど
】

▼
勤
務
時
間　
正
規
職
員
と
同
等（
週
38
時
間
45
分・

原
則
と
し
て
月
〜
金
曜
日
）

▼
給
与
・
休
暇
制
度
は
、
正
規
職
員
と
ほ
ぼ
同
等

※
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
、
扶
養
手
当
、
期
末
勤
勉

手
当
等
の
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す

【
申
込
書
の
入
手
方
法
】

　
申
込
書
は
、市
人
事
課
で
配
布
、ま
た
は
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
可
。
郵
送
希
望
者

は
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、
１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）を

同
封
の
う
え
、
人
事
課
ま
で
請
求

【
締
め
切
り
】　
１
月
19
日
㈮
（
消
印
有
効
）

佐
倉
市 

任
期
付
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
任
期
付
職
員
と
は
、
専
門
的
な
知
識
経
験
が
必
要
と
さ
れ
る
業
務
に

従
事
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
場
合
な
ど
に
、
任
期
を
限
定
し
て
採

用
さ
れ
る
職
員
で
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】

〒
285
│

８
５
０
１ 

市
役
所

人
事
課　

☎（
４
８
４
）６
２
１
０

フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
及
び

総
合
調
整
担
当

　
機
械
技
術
職

老
人
福
祉
の
増
進
活
動

「
佐
倉
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
が

　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
「
第
46
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
が
京
都
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
10
月
18
日
〜
19
日
）　

　
佐
倉
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
長
年
の
積
極

的
な
活
動
を
通
じ
て
、
老
人
福
祉
の
増
進
に
寄
与

し
た
功
績
が
評
価
さ
れ
、「
優
良
市
区
町
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
」と
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
ク
ラ
ブ
は
、
自
治
会
や
町
内
会
な
ど
の

単
位
で
結
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
や
文
化
活
動
な
ど
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
福
祉
課 

☎（
４
８
４
）６
２
４
３

 市役所を表敬訪問しました  （12 月 11日）

納
税
は
便
利
で
安
心
な 

口
座
振
替
で
！

納
税
を
口
座
振
替
に
す
る
と
…

　
納
期
の
た
び
に
、
窓
口
に
納
付
に
出
向
く
手
間
が
省
け
ま
す
。
自
動
的
に

引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く
安
心
で
す
。

■ 

申
し
込
み
方
法

　
口
座
振
替
依
頼
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え
、
窓
口
で
手
続
き

し
て
く
だ
さ
い
。
※
口
座
振
替
依
頼
書
は
、収
税
課
ま
た
は
、出
張
所
・
派
出
所
、

市
内
の
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
　  

　
問 

収
税
課　
☎（
４
８
４
）６
１
１
８

▼
市
民
税
・
県
民
税 

第
４
期　
▼
国
民
健
康
保
険
税 

第
７
期  

▼
介
護
保
険
料 

第
７
期　
▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料 

第
７
期 

　
今
月
の
納
期
【
納
期
限 

１
月
31
日
㊌
】　

《
納
付
の
ご
相
談
は
》

納
税
相
談　
収
税
課　
☎
（
４
８
４
）
６
１
１
８

介
護
保
険
料
相
談　
高
齢
者
福
祉
課　

 

☎
（
４
８
４
）
６
１
８
７

　

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
に
よ
り
、
平
成

29
年
度
に
限
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
期
間
を
平
成
30
年
１
月
31
日

ま
で
延
長
し
ま
す
。
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７…みんなの保健 2018 年（平成 30 年）1月１日〈1276 号〉

インフォメーション

▶健管…健康管理センター　  ▶西保…西部保健センター 
▶南保…南部保健センター

■マタニティクラス /パパママクラス（要申し込み）

●出前健康講座　地域の集まりやサークル活動などに、保
健師・栄養士・歯科衛生士を派遣。健康づくりに関する講
座を行います。

事  業 場所 時間 1月 ２月 ３月

４か月
乳児相談

受付時間 H29.8生 H29.9生 H29.10生
健管 ９:30～10:30/

13:30～14:30
15 日㈪ 27日㈫ 16日㈮

西保 5 日㈮ 9日㈮ 23日㈮
南保 13:30～14:30 19 日㈮ 26日㈪ 9日㈮

もぐもぐ
教室

（８か月）

受付時間 H29.4生 H29.5生 H29.6生
健管 13:30～13:45 16 日㈫ 16日㈮ 22日㈭
西保 ９:30～９:45 30 日㈫ 20日㈫ 13日㈫
南保 2月26日㈪

１歳
６か月児
健　診

受付時間 H28.7生 H28.8生 H28.9生

健管
13:15～14:15

11 日㈭
23日㈫ 15日㈭ 6日㈫

西保 17 日㈬ 21日㈬ 14日㈬
南保 1 月 25 日㈭ 3月 1日㈭

３歳児
健　診

受付時間 H26.7生 H26.8生 H26.9生

健管
13:15～14:15

10 日㈬
24日㈬ 14日㈬ 7日㈬

西保 18 日㈭ 22日㈭ 15日㈭
南保 1 月 26 日㈮ 3月 2日㈮

幼児
歯科健診

※○の日は、
希望者に

ことばの相談
を実施して
います

受付時間
H28.1生 H28.2生 H28.3生
H27.7生 H27.8生 H27.9生
H27.1生 H27.2生 H27.3生

健管

13:15～14:15

○19日㈮   
    29日㈪

○7日㈬   
   23 日㈮

○8日㈭   
   20 日㈫

西保 ○15日㈪
   22日㈪

○5日㈪
   19日㈪

○5日㈪
   19日㈪

南保 ○12日㈮ ○8日㈭ ○12日㈪
すくすく
発達相談

（要申し込み）

実施時間
健管 ９:00～12:00 18 日㈭ 15日㈭ 15日㈭

健康相談
（要申し込み）

受付時間
健管 13:30～15:30 31 日㈬ 13日㈫
西保 ９:30～11:30 23日㈮
南保 19 日㈪

ことばと
発達の相談

　ことば・聞こえ・発
達などの面で心配の
あるお子さんの相談

　健管に電話などで申し込み
　（電話相談可）

新生児訪問
・こんにちは
赤ちゃん訪問

　出産されたかた全
員のお宅を保健師・
助産師（第２子以降
の出産の場合は、「こ
んにちは赤ちゃん訪
問員」）が訪問

　母子健康手帳別冊に添付されて
いる「出生通知書」を退院後に投
函

妊婦訪問
　妊婦宅に伺い、経
過・日常生活などに
ついての相談

　健管・西保・南保に電話などで
申し込み

■各種健診・相談　健康管理センター☎（485）6712

野
菜
を
も
っ
と
食
べ
よ
う

　

め
ざ
せ
！ 
１
日
３
５
０
グ
ラ
ム
以
上

出産予定 Ｈ30.4 ～ 5 Ｈ 30.5 ～ 6 Ｈ 30.6 ～ 7
事業 場所 時間 1月 2月 3月

マタニティクラス 健管 9：00～
14：30西保 2 日㈮

パパママクラス
健管 9：00～

12：00
13日㈯

西保 4日㈰

●
自
死
遺
族
支
援「
対
面
相
談
」

日
時
　
１
月
19
日
㈮
午
後
１
時
〜

４
時（
１
人
50
分
、
継
続
相
談
あ

り
）   

要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　
県
印
旛
合
同
庁
舎

対
象　
県
内
在
住
の
か
た

※
精
神
科
治
療
を
受
け
て
い
る
か

た
は
、
治
療
者
の
了
解
を
得
て
く

だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
千
葉

い
の
ち
の
電
話
事
務
局
☎（
２
２

２)

４
４
１
６（
月
〜
金
曜
日 

午

前
９
時
〜
午
後
５
時
）

●
市
民
公
開
講
座「
そ
の
物
忘
れ
、

本
当
に
年
の
せ
い
？ 

〜
今
日
か

ら
で
き
る
認
知
症
の
予
防
〜
」

日
時
　
１
月
27
日
㈯
午
後
２
時
〜

３
時
30
分 

要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

定
員　
１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
聖
隷

佐
倉
市
民
病
院
☎（
４
８
６)

１

１
５
１

黄
色
野
菜
を
１
２
０
グ
ラ
ム
以

上
、
色
の
薄
い
淡
色
野
菜
を
２

３
０
グ
ラ
ム
以
上
、合
計
３
５
０

グ
ラ
ム
以
上
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

●
目
標
量
は
手
の
ひ
ら
３
つ
分
！

１
食
の
献
立
に
プ
ラ
ス
１
皿

　

て
の
ひ
ら（
パ
ー
）山
盛
り
1

杯
分
の
生
野
菜
が
、
約
１
２
０
グ

ラ
ム
で
す
。
手
の
ひ
ら
３
つ
分
で

３
５
０
グ
ラ
ム
を
達
成
し
ま
す
。

◉
加
熱
調
理
で
食
べ
や
す
く

　
野
菜
は
ゆ
で
た
り
、
蒸
し
た
り

と
加
熱
す
る
こ
と
で
か
さ
が
減
っ

て
食
べ
や
す
く
な
り
ま
す
。
緑
黄

色
野
菜
に
多
く
含
ま
れ
る
カ
ロ
テ

ン
は
油
と
一
緒
に
と
る
こ
と
で
吸

収
率
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

●
野
菜
の
効
能

◉
体
の
調
子
を
整
え
る　

　
野
菜
に
は
、
体
の
調
子
を
整
え

る
働
き
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ

ラ
ル
、
食
物
繊
維
な
ど
が
豊
富
に

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
今
日
で
は
、

サ
プ
リ
メ
ン
ト
で
と
る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
、
用
量
・
用
法
を
間
違

え
る
と
過
剰
摂
取
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
野
菜
な
ら
そ

の
心
配
が
な
く
栄
養
素
を
摂
取
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◉
免
疫
力
の
向
上
効
果

　

野
菜
に
含
ま
れ
る
栄
養
素
は
、

免
疫
力
の
向
上
や
抗
酸
化
作
用
に

よ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

●
野
菜
は
１
日
３
５
０
グ
ラ
ム

　
健
康
の
た
め
に
は
、
１
日
当
た

り
３
５
０
グ
ラ
ム
以
上
食
べ
る
こ

と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
菜
に
よ
っ
て
含
ま
れ
る
栄
養

素
が
異
な
る
た
め
、
色
の
濃
い
緑

　

野
菜
に
は
、
体
の
調
子
を
整
え
る
働
き
の
あ
る
栄
養
素
が

豊
富
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
食
、
野
菜
類
な
ど
の
副
菜
を
、
ご
飯
な
ど
の
主
食
と
肉
・

魚
類
な
ど
の
主
菜
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合
わ
せ
、
１
日
３

５
０
グ
ラ
ム
以
上
の
野
菜
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

◉
副
菜
５
皿
で
野
菜
１
日
分

　
野
菜
70
グ
ラ
ム
相
当
の
副
菜
を

１
皿
分
と
考
え
る
と
、
５
皿
で
１

日
分
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

千
葉
県
の
平
成
27
年
県
民
健

康
・
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
野
菜

の
平
均
摂
取
量
は
約
３
０
９
グ
ラ

ム
で
し
た（
成
人
１
人
１
日
当
た

り
）。
あ
と
１
皿
食
べ

る
こ
と
で
、
目
標
量

に
達
し
ま
す
。

　

３
食
必
ず
１
、
2

品
の
野
菜
の
副
菜
を

つ
け
て
、「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
」

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
３

５
０
グ
ラ
ム
以
上
の
野
菜
を
毎
日

と
り
ま
し
ょ
う
。

●
旬
野
菜
は
い
い
こ
と
づ
く
め

◉
高
い
栄
養
価
…
そ
の
季
節
の
体

調
に
合
っ
た
栄
養
が
、
ほ
か
の
時

期
よ
り
豊
富
に
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
。

◉
野
菜
本
来
の
お
い
し
さ
…
味
も

濃
く
、
そ
の
野
菜
本
来
の
お
い
し

さ
が
味
わ
え
る
。

◉
お
手
ご
ろ
価
格
…
栽
培
に
必
要

以
上
の
手
間
が
か
か
ら
ず
、
収

穫
量
も
増
え
る
た
め
、

手
ご
ろ
な
価
格
で
手

に
入
れ
ら
れ
る
。

●
旬
の
野
菜
を
地
産
地
消
で

　
地
場
産
野
菜
は
、
生
産
者
と
消

費
者
の
距
離
が
近
い
た
め
、
鮮
度

よ
く
保
た
れ
、
栄
養
価
が
高
い
状

態
で
消
費
者
の
手
に
届
く
こ
と
か

ら
、
お
勧
め
で
す
。

　
夏
に
は
夏
野
菜
、
冬
に
は
冬
野

菜
と
、
旬
の
野
菜
を
食
べ
る
こ
と

は
、
自
然
の
摂
理
に
か
な
っ
た
体

調
管
理
と
い
え
ま
す
。

●
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク

　
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
や
ス
テ
ッ
カ
ー
な

ど
は
、
妊
婦
さ
ん
が
付
け
て
い
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の

健
康
の
た
め
、
思
い
や
り
の
あ
る
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
健
康
さ
く
ら
21（
第
２
次
）」

の
目
標
　
主
食
・
主
菜
・
副

菜
を
組
み
合
わ
せ
た
食
事
が

１
日
２
回
以
上
の
日
が
ほ
ぼ

毎
日
の
人
の
割
合
…
80
％

問
い
合
わ
せ　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

☎（
４
８
５
）６
７
１
２

■
「
野
菜
を
も
っ
と
食
べ
よ
う
！
レ
シ
ピ
」
の
無
料
配
布

　
毎
日
の
食
事
の
中
で
、
手
軽
に
お
い
し
く
野
菜
が
と
れ
る
レ
シ

ピ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
１
月
15
日
㈪
か
ら
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
、
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー
、

南
部
保
健
セ
ン
タ
ー
で
配
布
し
ま
す
。

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

健
康
な
体
づ
く
り
は
食
事
か
ら

健
康
い
き
い
き
食
生
活
講
習
会

日
時
　
２
月
１
日
㈭
午
前
９
時
45

分
〜
午
後
１
時 

要
申
し
込
み

場
所　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

内
容　
生
活
習
慣
病
と
低
栄
養
予

防
の
講
義
、
調
理
実
習

講
師　
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

費
用　
５
０
０
円

定
員　
15
人（
多
数
時
抽
選
）

締
め
切
り　

１
月
12
日
㈮（
消
印

有
効
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

布
巾
、
筆
記
用
具
、
家
庭
で
普

段
飲
ん
で
い
る

「
み
そ
汁（
ス
ー

プ
な
ど
）」
約

50
㎖

申
し
込
み　
往
復
は
が
き
で
、
往

信
面
に
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号

を
、
返
信
面
に
宛
名
を
記
入
の
上
、

〒
285
│

０
８
２
５
江
原
台
２
―
27  

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
☎（
４
８
５
）６
７
１
２

日
時
　
１
月
25
日
㈭
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
零
時
30
分 

要
申
し
込
み

場
所　
西
部
保
健
セ
ン
タ
ー

講
師　
食
生
活
改
善
推
進
員
志
津
Ｂ

支
部

費
用　
５
０
０
円

定
員　
20
人（
多
数
時
抽
選
）

締
め
切
り　

１
月
12
日
㈮（
消
印

有
効
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

布
巾
、
筆
記
用
具

申
し
込
み　

往
復

は
が
き
で
、
往
信

面
に
、
講
座
名
・
住
所
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
番
号

を
、返
信
面
に
宛
名
を
記
入
の
上
、

〒
285
│

０
８
２
５
江
原
台
２
―
27 

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
☎（
４
８
５
）６
７
１
２

料
理
教
室「
野
菜
が
と
れ
る
朝
ご
は
ん
と
お
や
つ

〜
楽
ち
ん
マ
グ
カ
ッ
プ
料
理
〜
」

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
期
間
の
延
長

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
接
種
対
象

の
か
た
へ
の
お
知
ら
せ

ワ
ク
チ
ン
の
供
給
不
足
に
よ
り
、
今
年
度

に
限
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
期
間
を
平
成
３
０
年
１
月
３
１
日
ま
で

延
長
し
ま
す
。

接
種
対
象
者
は
平
成
２
９
年
１
２
月
３
１

日
時
点
で
満
６
５
歳
以
上
の
か
た
、
及
び

６
０
〜
６
４
歳
で
、
心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸

器
の
障
害
な
ど
で
障
害
者
手
帳
１
級
の
か

た
と
な
り
ま
す
。

昭
和
２
７
年
１
２
月
生
ま
れ
の
か
た
へ

１
２
月
に
６
５
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
か

た
は
、
誕
生
日
を
過
ぎ
て
か
ら
自
動
的
に

予
診
票
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
増
進
課　

☎
（
４
８

５
）
６
７
１
１

 

■
原
稿
指
定 （
フ
ァ
イ
ル
添
付
） 

添
付
フ
ァ
イ
ル

原
稿
・
写
真
等

(W
ord,Excel,

画
像) N

o 

フ
ァ
イ
ル
名 

サ
イ
ズ 

添
付
フ
ァ
イ
ル
は
指
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。  

 

■
原
稿
取
り
扱
い

お
知
ら
せ
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※
和
田
公
民
館
の
申
し
込
み
は
1

月
5
日
㈮
午
前
９
時
～

●
佐
倉
・
城
下
町
４
０
０
年
記
念

事
業﹁
ワ
ラ
ぞ
う
り
づ
く
り
体
験
﹂

日
時　
１
月
21
日
㈰
午
後
１
時
～

４
時　
要
申
し
込
み

費
用　
４
５
０
円（
材
料
費
）

定
員　
10
人（
先
着
順
）

締
め
切
り　
１
月
15
日
㈪

申
し
込
み　
電
話
で

●
ふ
る
さ
と
味
工
房﹁
和
田
新
鮮

野
菜
料
理
講
座
﹂

日
時　
１
月
24
日
㈬
午
前
9
時
30

分
～
午
後
1
時　
要
申
し
込
み

費
用　
5
０
０
円

定
員　
12
人（
先
着
順
）

締
め
切
り　
１
月
18
日
㈭

申
し
込
み　
電
話
で

●
パ
ソ
コ
ン
広
場

　

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
操
作
や
簡
単
な

質
問
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
が

わ
か
る
範
囲
で
対
応
し
ま
す
。

日
時　

１
月
14
日
㈰
午
前
10
時

～
正
午
、
午
後
１
時
～
３
時（
受

付
は
午
後
２
時
ま
で
）

※
毎
月
第
２
日
曜
日

無
料
・
申
し
込
み
不
要

定
員　
10
人（
多
数
時
交
代
制
）

※
パ
ソ
コ
ン
な
ど
は
持
ち
込
み
で

●
お
は
な
し
会

日
時　
１
月
20
日
㈯
午
後
２
時
～

無
料
・
申
し
込
み
不
要

内
容　
﹁
か
み
な
り
さ
ま
と
く
わ

の
き（
紙
芝
居
）﹂
な
ど

対
象　
５
歳
～

●
生
活
ヨ
ガ「
体
幹
を
鍛
え
ま

し
ょ
う
！
」

日
時　
１
月
25
日
㈭
、
2
月
8
日

㈭
午
後
１
時
～
２
時　

要
申
し
込
み
・
無
料

定
員　
12
人
程
度（
先
着
順
）

※
保
育
あ
り（
定
員
５
人
）

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
来
館
で

●
幼
児
親
子
あ
そ
び「
マ
マ
と
一

緒
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
」

日
時　

❶
１
月
31
日
㈬ 

❷
２
月

７
日
㈬
各
午
前
10
時
～
11
時
30
分

要
申
し
込
み
・
無
料

講
師　

川
口
は
ぎ
江（
元
佐
倉
市

社
会
教
育
委
員
）

定
員　
20
組（
先
着
順
、
市
内
在

住
・
未
就
園
児
優
先
）

対
象　
❶
平
成
25
年
４
月
２
日
～

平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼

児
と
保
護
者 

❷
平
成
27
年
４
月

２
日
～
平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
幼
児
と
保
護
者

申
し
込
み　
１
月
４
日
㈭
～
28
日

㈰
に
来
館
で

●
お
正
月
遊
び
を
楽
し
も
う﹁
こ

ま
作
り
と
け
ん
玉
大
会
﹂

日
時　
１
月
５
日
㈮
午
後
１
時
30

分
～
３
時　

内
容　

❶
こ
ま
作
り 

要
申
し
込

み 

❷
け
ん
玉
大
会 

申
し
込
み
不

要

2018 年（平成 30 年）１月１日〈1276 号〉 施設ガイドほか　８

三
逕
亭
（
佐
倉
城
址
公
園
内
）

☎（
４
８
６
）
４
５
２
０

ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ

☎（
４
８
４
）６
４
３
１

臼
井
公
民
館

☎（
４
６
１
）６
２
２
１

臼
井
老
幼
の
館

☎
（
４
８
７
）
６
２
１
０

和
田
公
民
館

☎（
４
９
８
）０
４
１
７

根
郷
公
民
館

☎（
４
８
６
）３
１
４
７

南
部
児
童
セ
ン
タ
ー

☎（
４
８
３
）２
８
０
０

費
用　
❶
１
０
０
円 

❷
無
料

対
象　
小
学
生
～

定
員　
❶
10
人（
先
着
順
）  

❷
な
し

持
ち
物　
け
ん
玉（
持
っ
て
い
る

か
た
）

申
し
込
み　
❶
の
み
電
話
ま
た
は

来
館
で

●
科
学
と
遊
ぼ
う
！「
電
子
オ
ル

ゴ
ー
ル
を
作
ろ
う
」

日
時　
１
月
20
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午　
要
申
し
込
み

費
用　
９
０
０
円

対
象　
小
学
生
～

定
員　
10
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　
電
話
ま
た
は
来
館
で

●
１
月
の
お
茶
席（
申
し
込
み
不
要
）

日
に
ち
・
流
派

８
日（
月
・
祝
）　
表
千
家
流

14
日
㈰　
表
千
家
流

21
日
㈰　
裏
千
家
流

28
日
㈰　
表
千
家
流

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30

分費
用　
一
服
４
０
０
円

問
い
合
わ
せ　
文
化
課
☎（
４
８

４
）６
１
９
１

︿
貸
席
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
﹀

公
園
緑
地
課
☎（
４
８
４
）
６
１

６
５　

場 

場
所 

内 

内
容 

講 

講
師 

費 

費

用 

対 

対
象 

定 

定
員 

〆 

締
め
切

り 

申 

申
し
込
み 

問 

問
い
合
わ
せ

■
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
お
知
ら
せ

◆
入
会
説
明
会

日 

場 

▼
１
月
12
日
㈮ 

志
津
公

民
館 

▼
１
月
16
日
㈫ 

レ
イ
ン

ボ
ー
プ
ラ
ザ 

時 

午
前
９
時
30
分

集
合（
電
話
で
確
認
）

◆
福
祉
有
償
運
送﹁
レ
イ
ン
ボ
ー

シ
ャ
ト
ル
﹂会
員
登
録
受
付
中

対 

市
内
在
住
で ﹁
要
介
護
者
﹂、﹁
要

男女平等参画推進センターミウズは蔵書点検のため、１月 29日（月）は休館します。　　問 ミウズ☎（４６０）２５８０

支
援
者
﹂、 ﹁
身
体
障
害
者
﹂の
か

た 

費 

15
分
６
０
０
円 

※
市
内

発
着
近
郊
に
限
る
。
病
院
の
送

迎
以
外
も
利
用
可 

申 

問 

レ
イ
ン

ボ
ー
シ
ャ
ト
ル
☎（
４
８
１
）
２

０
１
０
、
℻（
４
８
１
）３
０
１
０

◆
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

　
掃
除
洗
濯
・
買
い
物
の
お
手
伝

い
・
ゴ
ミ
出
し
な
ど
、
日
常
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
ご
要
望
に
応
じ

ま
す
。
費 

▽
30
分
以
内
５
０
０

円 

▽
１
時
間
９
９
０
円 

▽
以
降

30
分
４
９
５
円 

※
詳
細
は
要
問

い
合
わ
せ

◆ 

パ
ソ
コ
ン
個
人
対
応
講
習

日 

平
日
・
午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分
、
午
後
１
時
～
３
時 

要

申
し
込
み 

費 

２
時
間
２
５
０
０

円 

〆 

講
習
３
日
前 

※
内
容
希

望
対
応
︑
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

資
料
作
成
指
導
も
可

◆
パ
ソ
コ
ン
操
作
・
安
心
点
検　

　

各
種
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
ご
自
宅

に
伺
っ
て
対
応
し
ま
す
。
費 

１

時
間
１
２
１
０
円 

※
土
日
祝
祭

日
も
対
応（
受
付
は
平
日
）

◆
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
会

　

１
月
は
お
休
み
で
す
。 

※
２

月
～
毎
月
第
１
日
曜
日
に
開
催

︽
共
通
事
項
︾  

場 

〒
285
│

０
０
２
５ 

鏑
木
町
１

９
８
｜
２ 

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ

佐
倉 

申 

問 

佐
倉
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
☎（
４
８
６
）５
４

８
２
、
℻（
４
８
６
）５
４
１
９
、

 sakura2post@
sakura.

sjc.or.jp
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://sakura-sjc.or.jp/
sjc-sakura/

■
介
護
者
の
つ
ど
い

︽
共
通
事
項
︾要
申
し
込
み
・
無
料

◆
悩
み
事
相
談（
サ
ー
ビ
ス
利
用

に
つ
い
て
）

日 

１
月
14
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分 

場 

申 

問 

ゆ
た
か

苑
☎（
４
６
３
）６
８
０
１

◆
専
門
職
に
聞
く
介
護 

日 

１
月
18
日
㈭
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分 

場 

佐
倉
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー 

申 

問 

佐
倉
白

翠
苑
☎（
４
８
６
）８
９
４
１

◆
日
頃
の
悩
み
を
話
し
合
い
ま

せ
ん
か 

日 

１
月
23
日
㈫
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分 

場 

志
津
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

申 

問 

志
津

ユ
ー
カ
リ
苑
☎（
４
６
３
）
２
９

４
４

◆
認
知
症
に
つ
い
て
学
ぼ
う 

日 

１
月
23
日
㈫
午
後
２
時
～
４

時 

定 

15
人 

場 

申 

問 

は
ち
す

苑
☎（
４
８
３
）４
１
６
５

◆
花
を
飾
っ
て
運
気
を
あ
げ
よ
う

日 

２
月
８
日
㈭
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分 

定 

10
人 

場 

申 

問 

ひ
ま
わ
り
の
里
☎（
４
８
８
）
３

３
７
１

■
土
地
家
屋
調
査
士
相
談

日 

１
月
10
日
㈬
午
前
９
時
～
正

午 

無
料
・
申
し
込
み
不
要 

場 

法

務
局
佐
倉
支
局
、
法
務
局
成
田
出

張
所 

内 

土
地
境
界
問
題
、
分
筆
、

建
物
新
築
の
登
記
な
ど 

問 

千
葉

県
土
地
家
屋
調
査
士
会
印
旛
支
部
・

岩
淵
☎（
４
８
５
）１
８
３
５

■
む
か
し
遊
び
大
会

　
け
ん
玉
、
お
手
玉
な
ど
の
昔
遊

び
や
、
カ
ル
タ
や
こ
ま
な
ど
の
お

正
月
遊
び
を
楽
し
も
う
！

日 

１
月
21
日
㈰
午
後

１
時
～
３
時
30
分 

要
申
し
込
み
・
無
料

場 

市
民
体
育
館 

対 

幼
児
～ 

〆 

１
月
17
日
㈬ 

申 

問 

児
童
青

少
年
課
☎（
４
８
４
）６
１
９
０

■
認
知
症
を
学
ぶ 

地
域
ミ
ニ
講
座

「
認
知
症
の
方（
家
族
）を
地
域
で

支
え
る
た
め
に
」

　

認
知
症
の
病
気
や
対
応
に
つ

い
て
、
地
域
の
専
門
医
か
ら
学
び

ま
す
。
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
も
同
時

に
開
催
し
て
い
ま
す
。

日 

１
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分 

要
申
し
込
み
・
無

料 
場 

は
ち
す
苑 

講 

大
木
剛（
み

つ
ば
脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・

認
知
症
専
門
医
）
定 

60
人
程
度

（
先
着
順
） 
対 
市
内
在
住
の
か
た 

申 

問 

高
齢
者
福
祉
課
☎（
４
８

４
）６
３
４
３

 

場
所　

農
村
婦
人
の
家（
弥
富
公

民
館
内
）・和
田
ふ
る
さ
と
館

貸
出
期
間　
平
成
30
年
４
月
10
日

㈫
～
５
月
31
日
㈭

※
休
館
日
な
ど
︑
利
用
で
き
な
い

日
が
あ
り
ま
す
の
で
︑
申
込
要
項

な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

貸
出
時
間　
❶
午
前
９
時
～
午
後

１
時 

❷
午
後
１
時
～
５
時
の
い

ず
れ
か
１
回
の
み

対
象　
市
内
在
住
の
か
た
で
構
成

さ
れ
た
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ

（
市
外
の
か
た
は
利
用
不
可
）

※
初
心
者
の
か
た
は
︑
各
自
で
加

工
機
械
の
操
作
を
熟
知
す
る
か
た

を
グ
ル
ー
プ
に
加
え
て
く
だ
さ
い

費
用　
❶
❷
と
も
に
１
グ
ル
ー
プ

７
６
０
円（
平
成
30
年
４
月
１
日

よ
り
使
用
料
を
改
定
し
ま
す
）

申
し
込
み　

施
設
で
１
月
９
日

㈫
～
26
日
㈮
に
配
布（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
抽
選
会
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
受
付
は
行
い
ま
せ
ん（
電

子
申
請
︑
郵
送
︑
電
話
な
ど
の
申

し
込
み
は
不
可
）

︻
抽
選
会
に
つ
い
て
︼

日
程　
１
月
29
日
㈪

場
所
・
時
間　
▼
和
田
ふ
る
さ
と

館
・
午
前
10
時
～ 

▼
弥
富
公
民

館
・
午
後
２
時
～

※
各
グ
ル
ー
プ
必
ず
１
人
は
参
加

し
︑
候
補
日
は
複
数
用
意
し
て
く

だ
さ
い

※
抽
選
方
法
な
ど
︑
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

︻
注
意
事
項
︼

▼
農
村
婦
人
の
家
、
和
田
ふ
る
さ

と
館
の
両
方
へ
の
申
し
込
み
不
可

▼
缶
・
材
料
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で

用
意
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
細
は
要
項
を
ご
確
認
く
だ
さ

い問
い
合
わ
せ　

農
村
婦
人
の
家

（
弥
富
公
民
館
内
）☎（
４
９
８
）

０
８
６
０
、
和
田
ふ
る
さ
と
館
☎

（
４
９
８
）４
０
０
０

た
け
の
こ
缶
詰
づ
く
り 

の
申
し
込
み

※
❶
～
❺
は
左
ペ
ー
ジ﹁
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
﹂を
参
照

▼
８
日
㈪
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場 

申 

問 

志
津
市
民
プ
ラ
ザ 

C's

ｃ
ａ
ｆ
ｅ
☎（
３
１
０
）６
１
１
０

▼
11
日
㈭
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分 

場 

カ
フ
ェ
テ
ラ
ス
マ
ウ
ン

テ
ン 

申 

問 

❹
佐
倉

▼
14
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時 

場 

ゆ
た
か
苑 

申 

問 

❷
志
津
南
部

▼
14
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分 

場 

申 

問 

と
き
わ
の
杜
☎

（
４
８
５
）３
７
１
１

▼
17
日
㈬
午
後
２
時
～
４
時    

場 

そ
ば
カ
フ
ェ
３
０
１ 

申 

問 

❶
志
津
北
部

▼
21
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時 

場 

申 

問 

さ
く
ら
の
丘
☎（
４
８
１
）

３
０
２
０

▼
27
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分 

場 

申 

問 

さ
く
ら
苑
☎（
４

８
６
）５
０
５
０

▼
28
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分 

場 

ひ
ま
わ
り
の
里 

申 

問 

❸
臼
井
・
千
代
田

▼
28
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分 

場 

は
ち
す
苑 

申 

問 

❺
南

部

認
知
症
の
か
た
と
そ
の
家
族
の
か
た
へ

 　
１
月
の﹁
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
﹂ 

農
村
婦
人
の
家
・
和
田
ふ
る
さ
と
館

正
月
遊
び
を
楽
し
も
う
！
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2018 年（平成 30 年）１月１日〈1276 号〉９　くらしの情報

移動図書館 さくらおぐるま号

おはなしテレホンサービス
☎（４８５）０８７４
「サルになった主人」

17 日（第３水曜日）
八幡台（八幡台会館） 10:00～10:40
宮ノ台（井野中学校） 11:00～11:25
染井野（みずき公園） 15:15 ～15:45

23 日（第４火曜日）
六崎（根郷角栄井戸作東公園脇）10:00～10:30
春　路（しろさわ公園） 10:45 ～11:15
城 （松ケ丘一号公園下） 14:35 ～15:05
大崎台（城堀公園） 15:30 ～16:00

10・24 日（第２・４水曜日）

藤治台（集会所脇） 10:00～10:30
白　銀（堀上公園） 10:55 ～11:35
江原台（健康管理センター） 15:15 ～15:45

 

問
い
合
わ
せ

◆
印
は
市
役
所
各
担
当
課
へ

◇
印
は
各
施
設
へ

＊
相
談
は
無
料
。
特
に
記
載
の

な
い
場
合
は
、
予
約
不
要
。

＊
ミ
レ
セ
ン
→
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
佐
倉 

志
津
コ
ミ
セ
ン
→

志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー  

社
福
セ
ン
→
市
役
所
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー 

西
部
セ
ン
→
西
部
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー  

南
部
セ
ン

→
南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

年
金
・
法
律
な
ど

◆
税
務
相
談
─
市
民
税
課 

５
日

㈮ 

ミ
レ
セ
ン 

午
前
10
時
～
午
後

３
時
（
受
付 

午
後
２
時
45
分
ま

で
） 

※
定
員
12
人

◆
年
金
相
談
─
市
民
課 

24
日
㈬ 

ミ
レ
セ
ン 

午
前
10
時
～
正
午
・

午
後
１
時
～
３
時　
※
年
金
定
期

便
・
振
込
通
知
書
な
ど
持
参

◆
法
律
・
人
権
・
行
政
相
談 

９
日

㈫
・
18
日
㈭
・
30
日
㈫ 

ミ
レ
セ
ン 

午
前
10
時
～ 

※
予
約
優
先
。
当
日

会
場
申
し
込
み
可（
受
付 

午
前
９

時
30
分
～
午
後
２
時
） 

※
自
治
人

権
推
進
課
☎（
４
８
４
）６
１
２
８

◇
司
法
書
士
相
談（
少
額
訴
訟
・

多
重
債
務
・
相
続
・
登
記) 

10
日

㈬・24
日
㈬
午
後
６
時
～
８
時（
受

付 

午
後
７
時
30
分
ま
で
）ミ
レ
セ

ン 

千
葉
司
法
書
士
会
佐
倉
支
部
・

立
花
☎
０
９
０（
４
５
３
１
）
８

４
９
５

◇
行
政
書
士
相
談（
要
予
約
） 
相

続
・
遺
言
・
成
年
後
見 

20
日
㈯

午
後
１
時
30
分
～
４
時 

ミ
レ
セ

ン 

行
政
書
士
佐
倉
市
民
相
談
室

☎
０
４
７
６（
３
７
）８
６
４
２

生
活

◇
生
活
困
窮
に
関
す
る
総
合
相
談

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分 

市
役
所【
暮
ら
し
と
仕
事
の

相
談
】
☎（
３
０
９
）５
４
８
３ 

◇
消
費
生
活
相
談 

平
日
・
20
日

㈯
午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時

～
４
時 

ミ
レ
セ
ン
☎（
４
８
３
）

４
９
９
９

◇
女
性
の
た
め
の
相
談（
要
予
約
）

５
日
㈮
・
12
日
㈮
・
26
日
㈮
午
前

10
時
～
午
後
４
時
、
19
日
㈮
午
後

２
時
～
８
時 

ミ
ウ
ズ
☎（
４
６
０
）

２
５
８
０ 

◆
結
婚
相
談
─
自
治
人
権
推
進

課 

11
日
㈭
・
21
日
㈰
・
27
日
㈯ 

午
前
10
時
～
午
後
３
時 

ミ
レ
セ

ン◆
住
宅
増
改
築
修
繕
相
談
─
建

築
住
宅
課
受
付
、
協
力
団
体
へ
連

絡 

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

◆
交
通
事
故
相
談
─
17
日
㈬
・
26

日
㈮ 

ミ
レ
セ
ン 

※
要
予
約 

道
路

維
持
課
☎（
４
８
４
）６
１
３
０

◆
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
健
康

相
談
─
10
日
㈬
・
17
日
㈬
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分 

佐
倉
市
役
所 

※
要
予
約 

健
康
保
険
課
☎（
４
８
４
）
６
６

０
４

◇
外
国
人
の
た
め
の
生
活
相
談

火
木
ス
ペ
イ
ン
語
・
英
語
・
中
国

語 

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１

時
～
４
時 
佐
倉
国
際
交
流
基
金

☎（
４
８
４
）６
３
２
６ 

※
面
談

の
場
合
は
前
日
ま
で
に
要
予
約 

◇
障
害
者
差
別
に
関
す
る
相
談

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時 
印

旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
☎（
４

８
６
）５
９
９
１

◆
物
忘
れ
相
談
─
18
日
㈭
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分 

佐
倉
市
役

所 

※
前
日
ま
で
に
予
約 

高
齢
者

福
祉
課
☎（
４
８
４
）６
３
４
３

◆
心
身
障
害
児
者
相
談
─
障
害

福
祉
課 

12
日
㈮
午
前
10
時
～
午

後
３
時 

志
津
市
民
プ
ラ
ザ

◇
精
神
障
害
者
相
談（
要
予
約
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

レ
イ
ン

ボ
ー
☎（
４
６
３
）１
１
２
８

子
ど
も
・
育
児
・
教
育

◆
家
庭
児
童
相
談（
虐
待
・
Ｄ
Ｖ

な
ど
の
相
談
）─
児
童
青
少
年
課 

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

（
訪
問
可
）

◇
電
話
育
児
相
談（
０
歳
～
就
学

前
の
乳
幼
児
に
関
す
る
相
談
）各
保

育
園 

平
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
佐　
倉
☎（
４
８
１
）１
７
４
１

▼
南
志
津
☎（
４
６
０
）２
０
２
０

▼
志　
津
☎（
４
６
３
）２
４
６
６

▼
北
志
津
☎（
４
８
７
）８
５
１
１

▼
臼　
井
☎（
４
８
７
）３
７
２
５

▼
根　
郷
☎（
４
８
５
）２
３
３
０

▼
馬　
渡
☎（
４
９
８
）０
０
４
２

─
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
日
以
外

午
前
10
時
～
午
後
５
時 

た
だ
し

第
２
水
は
午
後
１
時
～
５
時

▼
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎（
４

６
０
）２
０
４
０

◇
こ
と
ば
の
相
談（
要
予
約
・
電

話
相
談
可
）お
子
さ
ん
の
言
葉
の

遅
れ
、
発
音
な
ど
に
関
す
る
相
談 

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分 
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
☎（
４

８
５
）６
７
１
２

◇
就
学
相
談（
要
予
約
）
心
身
に

障
害
を
も
つ
お
子
さ
ん
の
就
学
な

ど
教
育
に
関
す
る
相
談 

平
日
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分 

教
育
セ
ン
タ
ー
☎（
４
８
６
）
２

４
０
０

◇
教
育
電
話
相
談　
家
庭
や
学
校

な
ど
教
育
に
関
す
る
電
話
相
談 

平
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時 
ヤ

ン
グ
プ
ラ
ザ
☎（
４
８
４
）
６
６

１
１

職
業

◇
職
業
相
談 

平
日
午
前
８
時
30

分
～
午
後
５
時 

ミ
レ
セ
ン
☎（
４

８
３
）３
１
８
０

◇
若
者
就
労・進
路
相
談（
要
予
約
）

16
日
㈫
午
前
10
時
～
午
後
５
時 

ミ
レ
セ
ン 

15
～
40
歳
未
満
で
自

立（
就
労
）
に
悩
み
を
抱
え
て
い

る
若
者
ま
た
は
保
護
者 

ち
ば
北

総
地
域
若
者
サ
ポ
ス
テ
☎
０
４
７

６（
２
４
）７
８
８
０

◇
発
明
・
特
許
相
談（
要
予
約
）

10
日
㈬
・
17
日
㈬
午
前
10
時
～
午

後
４
時（
１
件
60
分
）
佐
倉
商
工

会
議
所
☎（
４
８
６
）２
３
３
１

社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
相
談

◇
心
配
ご
と
相
談

午
前
10
時
～
午
後
３
時 

毎
週
月
社
福
セ
ン

☎（
４
８
４
）６
１
９
９

第
１
・
３
水
西
部
セ
ン

☎（
４
６
３
）４
４
３
３

第
２
・
４
金
南
部
セ
ン

☎（
４
８
３
）７
２
１
１

◇
法
律
相
談 

22
日
㈪
午
前
10
時

～
午
後
３
時（
当
日
午
前
９
時
～ 

先
着
順
、
８
人
ま
で
）  

社
福
セ
ン

◇
介
護
生
活
相
談
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
相
談 

平
日
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時 

社
福
セ
ン 

▼
介
護
生

活
相
談
☎（
４
８
４
）
６
１
９
６ 

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
☎（
４
８

４
）６
１
９
８

◇
成
年
後
見
に
関
す
る
専
門
相
談 

（
司
法
書
士
に
よ
る
）
15
日
㈪
・

29
日
㈪ 
午
前
９
時
～
午
後
３
時  

ミ
レ
セ
ン 
※
電
話
ま
た
は
面
接

で 

☎（
４
８
４
）０
６
９
８

●
佐
倉
南
図
書
館
講
座
室
は
図
書

館
シ
ス
テ
ム
更
新
準
備
の
た
め
閉

室
い
た
し
ま
す

期
間　
１
月
23
日
㈫
～
３
月
６
日

㈫●
え
ほ
ん
の
お
は
な
し
会

日 

１
月
17
日
㈬ 

・
24
日
㈬
各
回
午

前
10
時
30
分
～
11
時（
両
日
と
も

内
容
同
じ
）
要
申
し
込
み 

内 

絵

本
の
読
み
聞
か
せ
と
手
遊
び 

対 

２
～
３
歳
児
と
保
護
者 

定 

各
15

組（
先
着
順
）
申 

電
話
ま
た
は
来

館
で

●
子
育
て
応
援
！ 

赤
ち
ゃ
ん
広
場

　

１
月
の
テ
ー
マ《
ワ
ン
ワ
ン
！

大
集
合
》

日 

１
月
12
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分 

要
申
し
込
み 

内 

テ
ー

マ
に
関
す
る
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
、
手
遊
び
交
流
タ
イ
ム（
質
問

な
ど
） 

対 

乳
幼
児
と
保
護
者 

定 

10
組（
先
着
順
）
申 

電
話
ま
た
は

来
館
で（
当
日
の
午
前
９
時
～
）

■
１
月
の
人
形
劇（
申
し
込
み
不
要
）

「
３
び
き
の
く
ま
」（
幼
児
向
け
）

ほ
か　

▼
19
日
㈮
午
前
10
時
30
分

～ 

臼
井
公
民
館 

▼
25
日
㈭
午
前

10
時
30
分
～ 

根
郷
公
民
館

「
三
ま
い
の
お
ふ
だ
」ほ
か　
▼
18

日
㈭
午
後
3
時
30
分
～ 

西
志
津
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

▼
20
日
㈯
午
前

11
時
～ 

佐
倉
図
書
館

※
都
合
に
よ
り
演
目
を
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

佐
倉
南
図
書
館

今
月
の
休
館
日 

１
日
㈪
～
４
日
㈭
・
９
日
㈫
・

15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
29
日
㈪ 

▼
改
修
工
事
の
た
め
、
北
志
津
児
童

セ
ン
タ
ー
図
書
室
は
２
月
末
ま
で
休

館
し
ま
す　

※
催
し
の
申
し
込
み
は
午
前
９
時
～

午
後
５
時 

い
ず
れ
も
無
料

佐
倉
図
書
館☎（

４
８
５
）０
１
０
６

志
津
図
書
館☎（

４
８
８
）０
９
０
６

佐
倉
南
図
書
館

☎（
４
８
３
）３
０
０
０

臼
井
公
民
館
図
書
室

☎（
４
６
１
）６
２
２
４

志
津
図
書
館
志
津
分
館

☎（
４
６
１
）７
２
１
１

北
志
津
児
童
セ
ン
タ
ー
図
書
室

☎（
４
８
７
）６
７
８
８

志
津
図
書
館

お
は
な
し
き
ゃ
ら
ば
ん

❶
志
津
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 　

☎（
４
６
２
）９
５
３
１

❷
志
津
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 　

☎（
４
６
０
）７
７
０
０

❸
臼
井
・
千
代
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎（
４
８
８
）３
７
３
１

❹
佐
倉
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー   

☎（
４
８
８
）５
１
５
１

❺
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー   

☎（
４
８
３
）５
５
２
０

開
所
時
間　
日
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）  

午
前
８
時
30
分
～
午
後
６
時　

　

相
談
に
は
、
保
健
師
・
社
会
福
祉
士
な
ど

の
専
門
家
が
対
応
し
ま
す
。

※
相
談
無
料

■
介
護
者
教
室

◆
認
知
症
介
護
の
体
験「

聞
こ
う
！
話
そ
う
！
」 

日 

１
月
11
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場 

臼
井
公
民
館 

申 

問 

❸
臼
井
・
千
代
田

■
と
し
と
ら
ん
塾

◆
脳
と
身
体
を
鍛
え
て
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

日 

２
月
７
日
㈬
・
14
日
㈬
・
21
日
㈬
午
前
10

時
～
正
午　

場 

南
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

定 

30
人　

申 

問 

❺
南
部

◆
足
腰
元
気
に
ロ
コ
モ
予
防
！

日 

２
月
９
日
㈮
・
16
日
㈮
・
23
日
㈮
午
後
1

時
30
分
～
3
時
30
分　

場 

志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

定 

25
人 

申 

問 

❶
志
津
北
部

　
高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

【
図
書
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ
】

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
更
新
作
業
の

た
め
、左
記
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
。

期
間　
２
月
16
日
㈮
～
28
日
㈬

▼
佐
倉
図
書
館 

▼
志
津
図
書
館 

▼
佐
倉
南
図
書
館 

▼
志
津
図
書
館

志
津
分
館 

▼
臼
井
公
民
館
図
書
室 

▼
北
志
津
児
童
セ
ン
タ
ー
図
書
室 

▼
根
郷
公
民
館
図
書
室 

▼
和
田
公

民
館
図
書
室 

▼
ミ
ウ
ズ
図
書
コ
ー

ナ
ー 

▼
移
動
図
書
館（
運
休
）

※
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
。
視
聴

覚
資
料
は
開
館
日
に
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

■
笑
っ
て
学
べ
る
！
誰
で
も
わ
か

る
成
年
後
見
早
わ
か
り
講
座

　

成
年
後
見
制
度
の
概
要
や
職
務

を
、
お
笑
い
芸
人
の
ト
ー
ク
や
弁

護
士
に
よ
り
解
説
し
ま
す
。

日 

２
月
25
日
㈰
午
後
１
時
～
４

時 

要
申
し
込
み
・
無
料 

場 

千
葉

県
経
営
者
会
館（
千
葉
市
） 

定 

２

０
０
人（
先
着
順
） 
〆 
２
月
15
日

㈭（
必
着
）
申 

問 

フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
千
葉
県
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
☎（
２
０
４
）
６

０
１
２
、℻（
２
０
４
）６
０
１
３
、
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佐
倉
に
教
育
の
礎
を
築
い
た
の
は
、

江
戸
時
代
の
歴
代
の
佐
倉
藩
主
た
ち
で

し
た
。
な
か
で
も
、
文
政
８
年（
１
８

２
５
年
）
に
佐
倉
藩
主
と
な
っ
た
堀
田

正
睦
は
強
い
指
導
力
を
発
揮
し
ま
す
。

●「
一
芸
一
術
」の
藩
政
改
革

　
正
睦
は
、
藩
士
た
ち
が
学
問
や
武
芸
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
つ
く

る
た
め
、
生
活
に
困
っ
て
い
る
藩
士
の
た
め
に
金
を
貸
し
出
す
制
度

を
つ
く
り
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
一
芸
一
術
を
極
め
な
い
者
は
給

料
を
減
ら
し
、
優
れ
た
者
は
幅
広
く
役
職
に
登
用
す
る
文
武
奨
励
策

「
一
芸
一
術
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

●
藩
校「
成
徳
書
院
」を
開
校

　
天
保
７
年（
１
８
３
６
年
）に
は
、藩
校
を
移
転・

拡
充
し
ま
す
。
体
系
的
な
学
問
を
志
向
し
、文
学
、

礼
節
、
算
学
、
兵
学
、
武
芸
、
医
学
な
ど
を
幅
広

く
学
べ
る
「
成
徳
書
院
」（
現
・
県
立
佐
倉
高
等

学
校
）と
し
て
開
学
し
ま
す
。

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
激
動
の
時
代
に
、

津
田
仙
な
ど
の
優
秀
な
人
材
が
、
成
徳
書
院
で
学

ん
で
い
ま
す
。

●
黒
船
来
航
に
対
応
ー
開
国
第
一
の
功
労
者

　
正
睦
は
、
幕
閣
随
一
の
西
洋
通
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
成
徳

書
院
に
は
、
質
・
量
と
も
に
他
藩
を
し
の
ぐ
蘭
書（
洋
書
）
が
収
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
黒
船
来
航
時
に
は
、幕
府
の
筆
頭
老
中
と
し
て
、

日
本
を
開
国
に
導
く
な
ど
、
近
代
日
本
の
端
緒
を
開
い
た
人
物
と
し

て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
佐
倉
高
等
学
校（
鍋
山
町
18
）の
敷
地
内
に
あ
る「
地
域
交
流
施
設
」

で
は
、
日
本
初
の
蘭
和
辞
典
「
ハ
ル
マ
和
解
」な
ど
、
藩
校
時
代
の
古

書
籍
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す（
入
館
無
料
、土
・
日
曜
日
、祝
日
開
館
）

き
ら
星
の
ご
と
く
輝
い
た
幕
末
・
明
治
の
先
覚
者

近
代
日
本
の
学
問
の
先
進
地
・
佐
倉

学
問
に
打
ち
込
め
る
環
境
を
つ
く
り
、
教
育
の
礎
を
築
い
た
佐
倉
藩
主

海
外
の
文
化
を
広
め
、
女
性
の
地
位
向
上
に
尽
く
し
た
父
娘

　
日
本
初
の
女
子
高
等
教
育
機

関
と
し
て
誕
生
し
、
個
性
を
重

ん
じ
る
少
人
数
教
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
津
田
梅
子
資
料
室
を
設
け

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
、
市
と

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

津
田
塾
大
学
（
東
京
・
小
平
市
、
渋
谷
区
）

　
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ
く

教
育
を
目
指
す
、
10
学
部
・
12

研
究
科
を
擁
す
る
総
合
大
学
で

す
。
昨
年
８
月
に
は
、
市
内
で

開
催
し
た
津
田
仙
生
誕
１
８
０

年
記
念
講
演
会
に
も
後
援
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

青
山
学
院
大
学
（
本
部 

東
京
・
渋
谷
区
）

近
代
農
業
の
普
及
・
発
展
に
貢
献

津
田 

仙せ
ん

（
1837
〜
1908
）

　
西
洋
野
菜
を
日
本
に
広

め
、近
代
農
業
発
展
に
尽

力
す
る
一
方
、
女
子
教
育

の
向
上
な
ど
に
力
を
尽
く

し
た
の
が
津
田
仙
で
す
。

●
西
洋
野
菜
を
日
本
へ

　
佐
倉
藩
士
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
仙
は
、
学
問
と
と

も
に
武
芸
に
も
親
し
み
ま
す
が
、
黒
船
来
航
で
洋
学
へ

の
思
い
を
強
め
、
蘭
学
や
英
語
に
習
熟
し
ま
す
。
慶
応

３
年（
１
８
６
７
年
）に
は
、
福
澤
諭
吉
ら
と
と
も
に

幕
府
の
訪
米
使
節
団
に
通
訳
と
し
て
随
行
。
近
代
農
業

や
女
子
教
育
な
ど
へ
の
関
心
も
強
め
て
い
き
ま
す
。

　

帰
国
後
、
仙
は
キ
ャ
ベ
ツ
や
イ
チ
ゴ
な
ど
の
西
洋

野
菜
の
栽
培
や
農
業
雑
誌
の
刊
行
、
私
立
の
農
学
校

設
立
な
ど
、
農
業
の
近
代
化
に
尽
力
し
ま
す
。

●
女
子
教
育
や
障
害
者
教
育
に
も
貢
献

　

仙
は
、
次
女
・
梅
子
を
米
国
に
留
学
さ
せ
る
と
と

も
に
、
女
子
小
学
校（
青
山
学
院
の
起
源
）の
設
立
に

尽
力
す
る
な
ど
女
子
教
育
の
発
展
に
努
め
ま
し
た
。

日
本
初
の
盲
学
校
や
女
子
英
学
塾（
現・津
田
塾
大
学
）

な
ど
の
設
立
に
も
関
わ
り
、
日
本
の
教
育
に
多
大
な

貢
献
を
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
初
の
女
子
留
学
生

の
一
人
と
し
て
満
６
歳
で

渡
米
し
、
帰
国
後
、
日
本

の
女
子
教
育
の
発
展
に
生

涯
を
さ
さ
げ
た
の
が
、
仙

の
次
女
・
梅
子
で
す
。

津
田 

梅
子（
1864
〜
1929
）

女
性
の
自
立
や
社
会
的
地
位
向
上
に
尽
力

　

堀
田
正
倫
が
明
治
23
年（
１
８
９

０
）
に
設
け
た
邸
宅
・
庭
園
で
す
。

現
在
、
玄
関
棟
・
座
敷
棟
・
居
間
棟

1
階
・
湯
殿
お
よ
び
庭
園
を
一
般
公

開
し
て
い
ま
す
。

住
所　
鏑
木
町
２
７
４

開
館
時
間　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分（
入
館
は
午
後
４
時
ま
で
）

休
館
日　

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は

火
曜
日
）、
年
末
年
始（
12
月
28
日
〜

１
月
４
日
）

問
い
合
わ
せ　
旧
堀
田
邸

☎（
４
８
３
）２
３
９
０

旧
堀
田
邸
（
国
重
要
文
化
財
）

旧
堀
田
正
倫
庭
園（
愛
称
・
さ
く
ら
庭
園
）（
国
指
定
名
勝
）

　
佐
倉
藩
最
後
の
藩
主
が
堀
田
正
倫
で
す
。

正
睦
の
後
を
継
い
だ
正
倫
は
、
廃
藩
置
県

後
、
政
府
の
命
令
で
東
京
で
生
活
し
ま
す

が
、
明
治
半
ば
佐
倉
に
戻
り
、
佐
倉
の
産

業
と
教
育
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

●
「
好
学
進
取
」
の
伝
統
を
次
代
へ

　
正
倫
は
、成
徳
書
院
の
流
れ
を
汲
む
佐
倉
中
学
校
の
設
立
に
寄
与
し
、

学
問
を
好
み
、
自
ら
進
ん
で
物
事
に
取
り
組
む「
好
学
進
取
」の
伝
統

を
今
に
残
し
ま
す
。廃
校
の
危
機
や
鍋
山
町
の
新
校
舎
設
立
時
に
は
、

多
額
の
私
財
を
投
じ
、学
問
の
発
展
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、
堀
田
家

農
事
試
験
場
を
開
き
、千
葉
県
の
農
業
発
展
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

堀
田 

正ま

さ

と

も倫
（
1851
〜
1911
）

堀
田 

正ま
さ
よ
し睦

（
1810
〜
1864
）

佐
倉
の
産
業
や
教
育
の
発
展
に
尽
く
し
た

西
洋
学
問
を
奨
励
し
、
幕
末
の
日
本
を
開
国
に
導
く

●
女
性
の
地
位
向
上
へ

　

約
11
年
間
の
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
梅
子
は
、

華
族
女
学
校
に
勤
め
ま
す
。
し
か
し
、
階
級
に
か
か

わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
女
性
が
学
べ
る
学
校
創
立
を
志

し
、
再
度
留
学
し
ま
す
。

　

留
学
中
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
や
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー

と
も
会
う
機
会
が
あ
り
、
日
本
の
女
子
高
等
教
育
に

力
を
尽
く
す
決
意
を
固
め
ま
す
。
帰
国
後
、
私
費
で

女
子
英
学
塾（
現
・
津
田
塾
大
学
）を
創
立
し
ま
し
た
。

●
世
界
で
通
用
す
る
女
性
を
目
指
し

　

梅
子
は
、
女
性
の
地
位

向
上
こ
そ
が
日
本
の
発
展

に
つ
な
が
る
と
信
じ
、
高

等
教
育
を
通
じ
て
女
性
の

地
位
向
上
に
生
涯
尽
く
し

ま
し
た
。　

➡ 

成
徳
書
院
跡

（
市
民
体
育
館
前
）

　
日
本
は
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、
激
動
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
開
国
、
維
新
、

文
明
開
化
と
続
く
こ
の
時
代
に
、
佐
倉
ゆ
か
り
の
人
物
も
多
数
、
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
蘭
学
や
医
学
、
教
育
な
ど
、
幅
広
い
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
が
、
き
ら
星
の
ご
と
く
多
数
育
っ
た
背
景

に
は
、「
好
学
進
取
」の
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
、
佐
倉
の
先
進
的
な
気
風
が
あ
り
ま
し
た
。

⬆ 津田塾大学
　 津田梅子資料室

⬆ 日本初の蘭和辞典「ハ
ルマ和解」（佐倉高等学校
所蔵）

提供：津田塾大学津田梅子資料室提供：津田塾大学津田梅子資料室
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順
天
堂
を
開
い
た
、
近
代
医
学
の
先
駆
者

　
江
戸
薬
研
掘
に
蘭
方
医
学
塾「
和
田
塾
」

を
開
い
て
い
た
蘭
方
医
・
佐
藤
泰
然
は
、

蘭
学
が
奨
励
さ
れ
て
い
た
佐
倉
に
居
を
移

し
、
天
保
14
年（
１
８
４
３
年
）、医
学
塾

兼
病
院「
順
天
堂
」を
佐
倉
に
開
き
ま
す
。

●
最
新
の
西
洋
医
学
を
佐
倉
で
広
め
る

　
泰
然
は
、
長
崎
で
西
洋
医
学
を
修
め
、
当
時
最
新
の
外
科
治
療
を

和
田
塾
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
和
田
塾
を
開
い
た
翌
年
、

泰
然
も
学
ん
だ
高
野
長
英
な
ど
の
蘭
学
者
が
弾
圧
さ
れ
る「
蛮
社
の

獄
」が
起
こ
り
ま
す
。
当
時
江
戸
で
は
、
医
学
も
含
め
西
洋
学
問
排

斥
の
風
潮
が
あ
っ
た
た
め
、
泰
然
は
、
蘭
学
の
先
進
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
た
佐
倉
に
移
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
近
代
日
本
の
医
学
界
を
担
う
人
材
を
育
成

　

順
天
堂
で
は
、
予
防
接
種
に
よ
る
天
然
痘
の
予
防

（
種
痘
）、
麻
酔
を
使
わ
な
い
外
科
手
術
な
ど
日
本
最

高
水
準
の
先
進
治
療
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
西
洋
医
学

の
研
究
や
教
育
、
臨
床
医
学
の
場
と
し
て
、
日
本
医

科
大
学
の
源
流
と
な
る
医
師
養
成
学
校「
済
生
学
舎
」

を
開
い
た
長
谷
川
泰
な
ど
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
優
秀
な
若
者
を
育

て
、
日
本
の
近
代
医
学
を
担
う
人
材
を
世
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
順
天
堂
の
建
物
は
、
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。

総
合
医
療
の
考
え
方
を
日
本
に
築
い
た
先
覚
者

　
泰
然
の
後
を
継
ぎ
、
東
京
に
順
天
堂

医
院
を
開
い
た
の
が
、泰
然
の
弟
子
で
、

後
に
養
子
と
な
っ
た
尚
中
で
す
。

●
日
本
の
近
代
医
療
を
発
展
さ
せ
た

「
日
本
最
高
の
外
科
医
」

　
尚
中
は
、
下
総
国
小
見
川（
現
・
香
取
市
）の
藩
医
の
子
と
し
て

生
ま
れ
、幼
少
よ
り
医
者
を
志
し
ま
す
。天
保
13
年（
１
８
４
２
年
）、

泰
然
の
和
田
塾
に
入
門
し
、
泰
然
と
と
も
に
江
戸
か
ら
佐
倉
に
移

り
住
み
、
順
天
堂
を
盛
り
た
て
ま
し
た
。
長
崎
留
学
で
は
、
オ
ラ

ン
ダ
人
医
師
ポ
ン
ペ
か
ら
西
洋
の
最
新
医
学
を
学
び
、
ポ
ン
ペ
か

ら「
日
本
最
高
の
外
科
医
」と
称
さ
れ
る
ほ
ど
の
技
術
を
有
し
て
い

ま
し
た
。

●
佐
倉
養
生
所
を
開
設

　

佐
倉
に
戻
っ
た
尚
中
は
慶
応
２
年（
１
８
６

６
年
）、
藩
医
と
し
て
藩
の
医
制
改
革
に
取
り

組
み
ま
す
。
医
療
を
蘭
方
医
学
に
一
本
化
し
、

翌
年
に
は
、長
崎
以
外
で
最
初
の
西
洋
病
院「
佐

倉
養
生
所
」を
設
立
。
無
料
で
患
者
の
治
療
に

当
た
り
ま
し
た
。

●
理
想
の
医
療
を
求
め
て「
順
天
堂
」を
東
京
に
開
業

　
明
治
に
入
り
、
尚
中
は
大
学
東
校（
東
京
大
学
医
学
部
の
前
身
）

の
初
代
校
長
と
し
て
近
代
医
学
教
育
の
確
立
に
尽
力
し
ま
す
。
明

治
６
年（
１
８
７
３
年
）
に
は
、
自
分
の
理
想
の
医
療
を
実
現
す

る
た
め
、
東
京
に
順
天
堂
医
院
を
開
業
し
ま
す
。

　
尚
中
の
医
学
に
対
す
る
考
え
方
は
、
単
に
病
気
や
怪
我
を
治
療

す
る
医
者
と
い
う
枠
を
超
え
て
、
総
合
医
療
の
考
え
方
を
日
本
に

つ
く
り
、
現
在
の
日
本
の
医
学
の
基
に
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤 

尚た
か
な
か中

（
1827
〜
1882
）

佐
藤 

泰た
い
ぜ
ん然

（
1804
〜
1872
）

➡ 

種
痘
器
具

佐
倉
の
近
代
医
療
を
担
う

現
代
医
術
・
医
療
の
基
礎
を
確
立

佐
藤 

舜し
ゅ
ん

海か
い

（
1843
〜
1911
）

　

ド
イ
ツ
の
最
新
医
学
を

学
び
、
日
本
の
現
代
医
学

や
順
天
堂
の
発
展
に
尽
く

し
た
の
が
、
尚
中
の
養
子

と
な
っ
た
進
で
す
。

●
東
洋
人
初
の
医
学
博
士
号
を
取
得

　
進
は
、
常
陸
国
太
田（
現
・
茨
城
県
常
陸
太
田
市
）

の
造
り
酒
屋
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
医

学
の
道
を
志
し
、
順
天
堂
で
学
び
ま
す
。
努
力
と
そ

の
才
能
を
見
込
ま
れ
、
尚
中
の
養
子
と
な
り
、
尚
中

の
長
女
・
志
津
と
結
婚
し
ま
す
。

　
明
治
７
年（
１
８
７
４
年
）、
ド
イ
ツ
で
東
洋
人
と

し
て
初
の
医
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
、
後
に
尚
中

の
後
を
継
ぎ
、
順
天
堂
医
院
院
長
と
な
り
、
日
本
の

近
代
医
学
の
確
立
に
尽
力
し
ま
す
。
晩
年
は
、
妻
・

志
津
の
遺
志
を
継
ぎ
、
女
子
美
術
学
校
の
校
長
を
務

め
て
い
ま
す
。

佐
藤 

進（
1845
〜
1921
）

　

尚
中
の
上
京
後
、
佐
倉
の

順
天
堂
経
営
を
担
っ
た
の
が
、

尚
中
の
養
子
・
舜
海
で
す
。

●
佐
倉
の
近
代
医
療
を
担
う

　

佐
倉
藩
士
の
子
と
し
て
生

ま
れ
た
舜
海
は
、
佐
藤
泰
然
、尚
中
に
医
学
を
学
び
ま

す
。
明
治
７
年（
１
８
７
４
年
）、尚
中
の
隠
居
に
際
し

養
子
と
な
り
、
名
を
尚
中
の
旧
名
と
同
じ
舜
海
と
改

め
、
佐
倉
順
天
堂
を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

女
子
教
育
に
情
熱
を
傾
け
た
教
育
者

佐
藤 

志
津
（
1851
〜
1919
）

　

日
本
の
近
代
女
子
教
育

に
情
熱
を
注
ぎ
、
私
立
女

子
美
術
学
校（
現
・
女
子

美
術
大
学
）
の
経
営
を
立

て
直
し
た
の
が
、
尚
中
の

長
女
・
志
津
で
す
。

●
漢
学
や
武
道
な
ど
も
修
め
、
宮
中
に
も
出
仕

　

志
津
は
、
漢
学
や
国
学
、
武
道
、
茶
道
な
ど
、
当

時
の
女
性
と
し
て
は
非
常
に
高
水
準
の
教
育
を
修
め

ま
し
た
。
上
京
後
に
、尚
中
が
宮
内
庁
大
典
医
と
な
っ

た
際
は
、
志
津
も
そ
の
才
を
見
込
ま
れ
、
宮
中
に
出

仕
し
ま
す
。
社
交
界
で
も
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
優

秀
な
女
性
の
社
会
参
加
を
支
援
し
ま
し
た
。

●
女
子
美
術
学
校
の
経
営
を
建
て
直
し
、
女
子
教
育

に
尽
力

　
志
津
は
、
明
治
33
年（
１
９
０
０
年
）に
設
立
さ
れ

た
女
子
美
術
学
校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
校
主
や
校

長
を
務
め
、
経
営
を
立
て
直
し
ま
す
。
学
校
の
基
礎

を
確
立
さ
せ
る
と
と
も
に
、
夫
・
進（
順
天
堂
第
三

代
堂
主
）の
協
力
も
得
て
、
新
校
舎
の
資
金
作
り
に

奔
走
。
火
災
で
大
学
校
舎
が
焼
失
し
た
際
に
は
、
私

財
を
投
げ
打
っ
て
再
建
に
尽
く
す
な
ど
、
そ
の
生
涯

を
女
子
教
育
に
尽
く
し
ま
し
た
。

　

国
内
の
私
立
美
術
大
学
で
は

最
も
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
平
成

24
年
に
は
市
と
連
携
協
定
を
締

結
。
市
内
で
、
公
開
講
座
や
大

学
所
蔵
美
術
品
の
展
示
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

女
子
美
術
大
学
・
女
子
美
術
大
学
短
期
大
学
部

（
神
奈
川
・
相
模
原
市
、
東
京
・
杉
並
区
）

　

５
学
部
３
研
究
科
６
附
属
病

院
か
ら
な
る
健
康
総
合
大
学
・

大
学
院
大
学
で
す
。
平
成
24
年

に
市
と
連
携
協
定
を
締
結
。
佐

倉
で
も
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

順
天
堂
大
学
（
本
部 

東
京
・
文
京
区
）

➡ 

佐
倉
養
生
所
跡

（
麻
賀
多
神
社
前
）

仁
を
尊
び
、
理
想
の
医
療
を
求
め
、
近
代
医
学
を
リ
ー
ド
し
た
一
族

佐
藤 

進

佐
藤 

舜
海

佐
藤 

泰
然

タ
キ

佐
藤 

尚
中

さ
だ

佐
藤 

志
津

女
子
美
術
学
校
校
長

佐
倉
順
天
堂

三
代
目
院
長

順
天
堂
第
三
代
堂
主

順
天
堂
初
代
堂
主

順
天
堂
第
二
代
堂
主

順
天
堂
医
院
開
業

佐
藤
家
系
図

問い合わせ　文化課☎（４８４）６１９２

　
佐
倉
順
天
堂（
現
・
佐
倉
順
天
堂

記
念
館
）の
建
物
は
、
安
政
５
年（
１

８
５
８
年
）に
建
て
ら
れ
た
も
の
で

す
。
当
時
の
医
学
書
や
医
療
器
具
、

幕
末
か
ら
近
代
の
日
本
医
学
史
の
資

料
な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

住
所　
本
町
81

入
館
料　
一
般
１
０
０
円
、
学
生
50

円 

※
土
曜
日
は
、
小
中
学
生
は
無
料

開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

休
館
日　

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は

火
曜
日
）、
年
末
年
始（
12
月
28
日
〜

１
月
４
日
）

問
い
合
わ
せ　
佐
倉
順
天
堂
記
念
館

☎（
４
８
５
）５
０
１
７

佐
倉
順
天
堂
記
念
館

（
旧
佐
倉
順
天
堂
・
県
指
定
史
跡
）

出典：学校法人順天堂ホームページ「順天堂の系譜」より抜粋

養
子

実
子

（
旧
名 

岡
本
道
庵
）

（
旧
名 

山
口
舜
海
）

（
旧
名 

高
和
介
石
）

市
文
化
財
リ
ブ
レ
ッ
ト

「
め
ぐ
る 

た
ず
ね
る 

し
る 

佐
倉
」

　
旧
堀
田
邸
や
佐
倉
順
天
堂

記
念
館
を
は
じ
め
と
し
た
、

市
内
の
文
化
財
や
文
化
財
散

策
ル
ー
ト
を
紹
介
す
る
小
冊

子
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

価
格　
１
０
０
円（
Ａ
５
・
64
ペ
ー
ジ
、カ
ラ
ー
）

販
売
場
所　
武
家
屋
敷
、旧
堀
田
邸
、佐
倉
順
天
堂

記
念
館
、国
立
歴
史
民
族
博
物
館
、市
立
美
術
館
な
ど

※
武
家
屋
敷
、
旧
堀
田
邸
、
佐
倉
順
天
堂
記
念
館

の
３
館
を
見
学
で
き
る
、お
得
な
共
通
入
館
券
も
各

施
設
で
発
売
中（
大
人
５
４
０
円
、学
生
２
７
０
円
）
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京
成
佐
倉
駅 

…
10
分
… 

❶
甚じ

ん
だ
い
じ

大
寺
〈
毘

沙
門
天
〉
…
１
分
… 

❷
嶺れ

い
な
ん
じ

南
寺
〈
弁
財
天
〉

…
１
分
… 

❸
宗そ

う
え
ん
じ

圓
寺
〈
寿
老
人
〉
…
７
分

… 

❹
松し

ょ
う
り
ん
じ

林
寺
〈
毘
沙
門
天
〉
…
７
分
… 

❺

妙み
ょ
う
り
ゅ
う
じ

隆
寺
〈
大
黒
天
〉
…
15
分
… 

❻
麻ま

か

た
賀
多

神
社
〈
恵
比
寿
・
福
禄
寿
〉
…
12
分
… 

❼

大だ
い
し
ょ
う
い
ん

聖
院
〈
布
袋
尊
・
大
黒
天
〉
…
17
分
… 

Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅

　
七
福
神
巡
り 

コ
ー
ス
例

（
徒
歩
約
１
時
間
半
）　 

問
佐
倉
七
福
神
会
事
務
局

☎
℻（
３
０
８
）
７
０
７
２

（
甘
味
処
い
ち
お
か
内
）

http://twitter.com/kamurochan

ツイッターで
つぶやき「なう」ぢゃ♪

～第九十七帖
じょう

～ 作／誰か（すいか）

市政へのご意見を
ファクス・電子メールでも受け付けています。

メールアドレス hisyo@city.sakura.lg.jp
FAX 043（484）5151（市長室直通）

24 時間受付・年中無休（佐倉市管工事組合）
☎（485）8660

休日・夜間の水漏れは（緊急連絡）

こども急病電話相談（県医師会）
夜 ☎♯8000【毎日受付】19：00～翌朝6：00

休日・年始の急病は
（受診の際は保険証および子ども医療費助成

受給券をご持参ください）

休日当番医テレホンサービス
☎（484）2516
日曜・祝日・年末年始

８：30～ 22：00（自動音声による案内）
昼間の内科・外科・歯科、夜間の外科を案内

●当番医は市ホームページでお知らせしています
※年始の診療日
　　　　　～平成 30年 1月 3日㈬

小児初期急病診療所（健康管理センター内）
☎（485）3355　※小児内科のみ
年中無休  受付 19：00～翌朝５：45

【日曜・祝日・年末年始は、
上記のほかに、9：00～ 16：45も受付】

※年始の診療日
　　　　　～平成 30年 1月 3日㈬

休日夜間急病診療所（健康管理センター内）
 ☎（239）2020
日曜・祝日・年末年始

受付 19：00～ 21：45　内科・歯科
※年始の診療日
　　　　　～平成 30年 1月 3日㈬

 ●市役所児童青少年課☎（484）6263
 （土日祝・夜間）☎（484）1111
 ●子ども家庭 110番（24時間受付）
 （県中央児童相談所）☎（252）1152
 ●佐倉警察署（24時間受付）
 ☎（484）0110

児童虐待に関する連絡・相談ごみの出し方

廃食油 今月は  1/11 ㈭
※機械油は対象外です

乾電池 ※アルカリ・マンガン乾
電池のみ

【回収場所】▶市役所 ▶根郷 / 和田出
張所、弥富派出所 ▶志津市民プラザ ▶
ミレニアムセンター佐倉 ▶西志津 /千
代田・染井野ふれあいセンター ▶市
民音楽ホール ▶志津コミュニティセン
ター

【回収場所】▶市役所 ▶各出張所・派
出所 ▶志津市民プラザ ▶ミレニアム
センター佐倉 ▶西志津 /千代田・染
井野ふれあいセンター ▶志津コミュ
ニティセンター ▶佐倉 / 佐倉南図書
館 ▶ＪＲ佐倉駅前観光情報センター
問廃棄物対策課☎（484）6149

3・5回目の火曜日
1/16 ㈫・30㈫カン

2・4回目の火曜日
1/9 ㈫・23㈫ビン

2・4回目の木曜日
1/11 ㈭・25㈭

金属類・
小型家電

1・3回目の木曜日
1/4 ㈭・18㈭

うめたて
ごみ

問広報課映像広報班☎（484）6206

～７日㈰ あけまして
おめでとうございます

８日㈪～ 14日㈰
日本と海外との懸け橋に
～多文化理解の

　　　　　国際交流

15日㈪～ 21日㈰ 大学連携協力による
まちづくり

地上デジタル10 ch・デジタルCATV301ch

 ケーブルテレビで市政情報をお届けします！

〈あけましておめでとうございます〉
　新年最初の広報番組では、市長と議長の
年頭挨拶をお届けします。また、昨年 12
月に行われた市内のアマチュアオーケスト
ラ、佐倉フィルハーモニー管弦楽団の演奏
会からクラシックの名曲をお贈りします。

【１月の番組スケジュール】

毎日 放送
14：00～
22：00～
（各 30分）

▶今まで放送した番組のDVDは図書館（志津・
佐倉南）、各公民館にあります。

▶番組の一部を YouTube 佐倉市公
式チャンネルでもご覧いただけます。
http://www.youtube.com/user/TheSakuraCity

※
大
聖
院
の
大
黒
天
、
松
林
寺
の
毘

沙
門
天
は
秘
仏
の
た
め
、
ご
覧
に
な

れ
ま
せ
ん

各
寺
社
で
の
ご
朱
印

期
間　
１
月
１
日
㈪
〜
10
日
㈬
、

毎
月
10
日

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

費
用　
１
か
所
２
０
０
円（
大
聖

院
・
麻
賀
多
神
社
は
２
つ
の
ご
朱

印
で
３
０
０
円
）

※
各
寺
社
で
対
応
で
き
な
い
場
合

は
、手
づ
く
り
工
房
さ
く
ら
・
甘

味
処
い
ち
お
か
で
押
印
し
ま
す

ご
朱
印
紙
に
つ
い
て

販
売
価
格　
４
０
０
円

販
売
場
所

▼
各
寺
社（
下
記
マ
ッ
プ
❶
〜
❼
）

▼
佐
倉
市
観
光
協
会（
１
月
１
日

㈪
〜
３
日
㈬
休
館
）

▼
JR
佐
倉
駅
前
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
（
１
月
１
日
㈪
〜
３
日
㈬
休

館
）

▼
手
づ
く
り
工
房
さ
く
ら（
１
月

１
日
㈪
〜
３
日
㈬
休
み
、
１
月
４

日
㈭
〜
10
日
㈬
営
業
、
月
曜
・
第

１
・
３
火
曜
休
み
）

▼
甘
味
処
い
ち
お
か（
１
月
１
日

㈪
〜
10
日
㈬
営
業
、
日
曜
・
祝
日

休
み
）

※
全
寺
社
の
朱
印
済
み
ご
朱
印
紙

（
２
０
０
０
円
）
を
手
づ
く
り
工

房
さ
く
ら
・
甘
味
処
い
ち
お
か
で

販
売
し
て
い
ま
す

佐
倉
七
福
神
巡
り

七
福
神
巡
り
の
記
念
に
ご
朱
印
を

　
日
本
遺
産
「
北
総
四
都
市
江
戸
紀
行
・
江
戸
を
感
じ
る
北
総
の

町
並
み
」
に
認
定
さ
れ
た
町
を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

➡車だん吉さん（タレント・市内在住）
　イラストの「七福神」

ご
朱
印
紙
に
押
印
さ
れ

た
か
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
各
寺
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
、

無
く
な
り
次
第
終
了
）

缶
バ
ッ
ジ
プ
レ
ゼ
ン
ト

         

　
「
カ
ム
ロ
ち
ゃ
ん
展
」
に
展
示
す
る
、

フ
ァ
ン
に
よ
る
作
品
を
募
集
す
る
の
ぢ
ゃ
♪

募
集
期
間　
１
月
31
日
㈬
ま
で（
必
着
）

展
示
期
間　
２
月
27
日
㈫
〜
3
月
25
日
㈰

展
示
場
所　
市
立
美
術
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

募
集
内
容　
カ
ム
ロ
ち
ゃ
ん
に
関
す
る
自
作
の
似

顔
絵
・
イ
ラ
ス
ト
・
漫
画
・
写
真
な
ど
、
平
面
作

品
な
ら
形
式
自
由
（
１
人
２
点
ま
で
）

規
格　
最
大
で
Ａ
４
サ
イ
ズ（
210
×
297
㎜
）ま
で

※
デ
ー
タ
応
募
の
場
合
は
市
が
プ
リ
ン
ト
す
る
た
め
、
色
味

が
異
な
る
場
合
や
、
サ
イ
ズ
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

応
募
方
法　

▼
郵
送
・
窓
口
へ
持
参
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
、
〒
285
│

８
５
０
１ 

市
役
所
広
報
課

 
m
edia@

city.sakura.lg.jp

へ
（
無
記
名
ま

た
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
ハ
ン
ド
ル
ネ
ー
ム
可
）

▼
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
作
品
画
像
と
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

「
♯
カ
ム
ロ
ち
ゃ
ん
展
応
募
」
を
付
け
て
投
稿

表
彰　
「
カ
ム
ロ
ち
ゃ
ん
賞
」「
作
者
（
誰す

い

か
）
賞
」

を
3
月
25
日
㈰
に
発
表
（
記
念
品
あ
り
）

▼
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
す
で
に
発
表
し
て
い
る
作
品

で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
著
作
権
な
ど
第
三
者
の
権
利
を

侵
害
す
る
も
の
（
盗
作
や
無
断
使
用
な
ど
）
や
、
公
序
良

俗
に
反
す
る
も
の
な
ど
は
不
可
と
し
ま
す
。
▼
作
品
の
著

作
権
は
応
募
作
者
に
帰
属
し
ま
す
が
、
市
は
展
示
や
紹
介

目
的
の
範
囲
に
お
い
て
自
由
に
使
用
で
き
る
も
の
と
し

ま
す
。
▼
応
募
作
者
名
の
展
示
・
発
表
は
し
ま
せ
ん
が
、

希
望
す
る
場
合
は
作
品
内
の
部
分
に
署
名
可
と
し
ま
す
。

▼
応
募
作
品
の
す
べ
て
を
展
示
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
展
示
の
可
否
に
つ
い
て
、
事
前
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
▼
展
示
の
た
め
、
作
品
に
ピ

ン
ま
た
は
粘
着
剤
な
ど
を
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
展
示
作
品
の
入
れ
替
え
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
展
示
中
の
作
品
の
紛
失
・
盗
難
・
破
損
な
ど
に
つ
い
て
、

市
は
一
切
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

問 

広
報
課
☎
（
４
８
４
）
６
１
０
１

 「
カ
ム
ロ
ち
ゃ
ん
展
」

フ
ァ
ン
ア
ー
ト
作
品
募
集

青菅のどんど焼き
（志津地区）

フォト
便り １

月
14
日
の
小
正
月
の
行
事
と
し
て
、

門
松
や
注し

め
な
わ

連
縄
な
ど
の
正
月
飾
り
を
一
か

所
に
集
め
、高
く
積
み
上
げ
て
焼
き
ま
す
。

ち
え
り
ち
ゃ
ん
…
ク
ラ
ス
の
ア
イ

ド
ル
。
と
し
か
つ
君
の
こ
と
が
…
？

カ
ム
ロ
ち
ゃ
ん
…
そ
の
昔
、
佐
倉
城
に
棲す

ん
で

い
た
と
い
う〈
妖あ

や

か
し
〉。こ
う
見
え
て
４
０
０
歳
。

と
し
か
つ
君
…
マ
ジ
メ
で
優
し
い
（
草
食
系
の
）

小
学
５
年
生
。
カ
ム
ロ
ち
ゃ
ん
に
な
つ
か
れ
る
。
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